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序　　文

　この報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～

市来ＩＣ）建設に伴い，平成１０年度に鹿児島県立埋蔵文化財セン

ターが実施した下永迫Ａ遺跡の発掘調査の記録です。

　この調査によって，縄文時代，古墳時代，古代～中世の遺構・

遺物が数多く発見されました。

　なかでも，多数の赤色の土師器やさまざまな文字が墨書された

墨書土器などの出土は，当地方の古代における歴史の一端を明ら

かにする上で貴重な資料を提供することになりました。

　本報告書が，地域の歴史研究や文化財の啓発・普及の一助とし

て多くの方々に活用していただければ幸いです。

　終わりに，国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所や地元

の皆様に，多大な御協力と文化財に対する深い御理解をいただき

ました。ここに深甚の謝意を表します。

　平成１６年２月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　　

所　長　　木　原　俊　孝　　
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第１図　下永迫Ａ遺跡位置図
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例　　　　言

１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ）建設に伴う下永迫Ａ
遺跡の発掘調査報告書である。
２　本遺跡は，鹿児島県日置郡伊集院町下谷口字下永迫に所在する。
３　発掘調査は，建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（現　国土交通省九州地方整備局鹿
児島国道事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財センターが調査の任
にあたった。
４　発掘調査事業は平成１０年５月６日から平成１０年７月３日にかけて実施し，報告書作成事業は平
成１５年度に実施した。
５　遺物番号は通し番号とし，本文・挿図・図版の番号は一致する。
６　挿図の縮尺は，各図面に示した。
７　本書で用いたレベル数値は，建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（現　国土交通省九
州地方整備局鹿児島国道事務所）が提示した工事計画図面に基づく。
８　発掘調査及び現場における図面の作成・写真の撮影は，調査担当者が行った。
９　遺物の写真撮影は，鹿児島県立埋蔵文化財センター鶴田靜彦と西園勝彦が担当した。
１０　赤色土器の顔料分析については，鹿児島県立埋蔵文化財センター永�功治が行い，その分析結
果を付編に掲載した。

１１　本書の執筆・編集は石丸が行い，付編については，永�功治が分析執筆した。
１２　本書の作成にあたり，墨書土器の判読について，永山修一氏（ラ・サール学園），柴田博子氏
（宮崎産業経営大学），平川南氏（国立歴史民俗博物館）の各氏に御指導，御教示いただいた。

１３　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。

凡　　　　例

１　土師器におけるスクリントーンの貼付は，以下の通りである。
　　
　　　　　　　　　　煤付着部分
　　
　　　　　　　　　　黒色土器煤吸着部分
　　
　　　　　　　　　　赤色土器顔料塗布部分
　　
２　遺物観察表における法量（口径・器高・底径・脚高・高台高）の単位は�である。
３　遺物観察表における法量の（　）の数値は，残存高を表す。
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第１章　はじめに

第１節　調査に至るまでの経過
　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改
称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化
財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会
した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査
を実施したところ，当事業区内には２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在すること
が判明した。
　事業区間内の埋蔵文化財の取扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に基
づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調査・
本調査が実施されることになった。
　これを受けて，平成８年度から平成１２年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認
調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵
文化財センターが実施した。
　事業区間内の遺跡の概要については，以下の通りである。なお，確認調査等によって遺跡でない
と判明した１１か所は除いてある。　

第２節　遺跡の概要
１　一ノ谷………伊集院町下谷口字一ノ谷の飯牟礼台地から西側へ延びた標高約９０ｍ～９５ｍの丘陵

端部に位置し，調査面積は１，２５０�である。中世～近世の古道・五輪塔及び染付や
近世～近代にかけての掘立柱建物跡・溝状遺構・土坑・ピットが，青磁・染付・土
師器・薩摩焼などと一緒に発見された。

２　永迫平………伊集院町下谷口字下永迫の恋之原台地から延びた支脈が盆地状の水田地帯に落ち
る直前の標高約１５０ｍ程の小台地上に立地している。調査面積は１４，０００�で旧石器
時代ナイフ形石器文化の２か所のブロックと細石刃文化期の細石刃が出土し，縄文
時代早期前半の前平式期には９軒の住居跡を始め，３基の連穴土坑と９基の集石，
多数の土坑を検出。その他，古墳時代から近世にかけての遺物も出土している。

３　下永迫Ａ……伊集院町下谷口下永迫の標高約８５～１１０ｍのやせ尾根に挟まれた谷間に立地する。
調査面積は２，６００�で，縄文時代後期の指宿式土器と石鏃，古墳時代の成川式土器，
古代～中世の土坑・集石が検出され，青磁・白磁が出土した。　（本報告書）

４　柳原…………伊集院町下谷口の標高約９０～１００ｍの山間の谷間，傾斜地及び周辺のやや小高い
テラス状の尾根部に立地する。調査面積は６，０００�である。縄文時代早期の集石４
基や後期の石匙，石鏃，古代の土坑，焼土跡と共に土師器・須恵器が発見された。

５　上山路山……伊集院町大田字上山路山の標高約１３０ｍのシラス台地上に位置する。舌状台地の
端部にあたり，平坦面から続く緩やかな斜面と，谷頭を含んだかなり急な斜面とか
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らなる。調査面積は６，０００�である。旧石器時代細石刃文化の遺物と縄文時代（早
期・後期），弥生～古墳時代の遺物が発見された。主になるのは縄文時代早期で，
遺構は道跡や集石，遺物は岩本式・前平式・吉田式土器等が出土した。

６　大田城跡……伊集院町大田字下城山迫の標高約１２０ｍの台地上に所在する。調査面積は４，０００�
である。中世山城の可能性を指摘された遺跡であったが，山城の存在を示す遺構は
検出されなかった。旧石器時代ナイフ形石器文化，細石文化の遺物と縄文時代早期
の集石，土坑等の遺構と岩本式・前平式土器等の遺物が発見された。

７　堂平窯跡……東市来町美山の標高約８５～９２ｍの傾斜面にある江戸時代の薩摩焼の窯跡である。
調査面積は３，５００�で，窯，作業場，物原が発見された。窯の長さ約３０ｍ，幅１．２ｍ，
傾斜角１７°の半円筒形をした単室傾斜窯である。陶器（甕・壺・徳利・土瓶・こね
鉢・擂鉢・動物形土製品），瓦（軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・のし瓦）や窯道具
が多量に出土した。

８　池之頭………東市来町美山字池之頭にあり，美山池北西部の標高約８０～１００ｍのシラス台地の
尾根状部分に立地し，調査面積は７，５００�である。旧石器時代のナイフ・台形石
器・スクレイパー・細石刃核・細石刃・縄文時代早期の集石８基・前平式・吉田
式・石坂式土器や中期の春日式・並木式・阿高式土器，晩期の入佐式や黒川式土器
が出土した。また，古墳時代の成川式土器（甕・壺・高坏等）が多く発見された。

９　雪山…………東市来町美山字雪山の標高約９５ｍの台地東端に立地する。調査面積は２，７００�で
旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石２基と前平式・春日式土器・石
鏃・石皿・磨石，古墳時代の成川式土器が出土したが，主体は近世～近代の薩摩焼
の遺構・遺物で，炉跡・物原？・土坑等が薩摩焼（茶家・土瓶・擂鉢・瓶・碗），
染付（碗・皿）や窯道具と一緒に発見された。

１０　猿引…………東市来町長里字猿引の標高約１１０～１１５ｍの尾根状の台地に立地する。調査面積は
８００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・ナイフ・台形石
器・敲石や細石刃文化の細石刃核・細石刃と縄文時代前期の曽畑式土器・黒曜石片
が出土した。

１１　犬ヶ原………東市来町伊作田字犬ヶ原の標高約６６ｍの独立丘陵のシラス台地に立地する。調査
面積は２，０００�で，旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の浅鉢・深鉢・石斧
石皿・石鏃・石匙，古墳時代の成川式土器（甕・壺・鉢）等が出土したが，主にな
るのは平安時代で，掘立柱建物跡（４間×４間・総柱）が製鉄に関する遺物（鞴羽
口・鉄滓・鉄製品）・土師器・須恵器と共に多く発見された。

１２　向栫城跡……東市来町伊作田の標高約５０ｍの独立台地上に所在する。調査面積は１４，０００�であ
る。旧石器時代ナイフ形石器文化の剥片尖頭器・ナイフ，縄文時代草創期の隆帯文
土器が多量の石鏃と一緒に見つかった。また，古墳時代の竪穴住居跡や中世～近世
にかけての空堀・帯曲輪・堀切・竪穴状遺構・掘立柱建物跡・炉跡などが発見され
中世山城としての遺構が確認された。

１３　堂園平………東市来町伊作田の遠見番山から下る斜面の裾部にあり，標高約５０ｍの平坦地に立
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地する。調査面積は２，０００�で，旧石器時代のナイフ形石器文化の礫群９基と剥片
尖頭器・ナイフ・台形石器と細石刃文化の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石４
基・吉田式・塞ノ神式土器や轟式土器等が発見されている。また，古代の土師器・
須恵器等も出土している。

１４　今里…………東市来町伊作田字今里の標高約６５ｍの台地端の傾斜地に所在する。調査面積は
１４，０００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群，剥片尖頭器・ナイフ・台形石器
や細石刃文化の細石刃核・細石刃・調整剥片が出土し，縄文時代の集石や前平式・
深浦式・出水式・黒川式土器や石匙など石器，古墳時代の成川式土器が発見された。

１５　市ノ原………市来町大里字上ノ原前から東市来町湯田字市ノ原に至る標高約５０ｍの台地西側に
所在する。調査面積は６２，０００�である。遺跡は第１地点から第５地点まであり，旧
石器時代ナイフ形石器文化，細石刃文化，縄文時代（早期～晩期），弥生時代の住
居跡・埋壺，古墳時代の住居跡，古代～中世，近世の街道跡など多時期に亘り，多
種多様な遺構・遺物が発見された。

１６　上ノ原………市来町大里の東シナ海を望む標高約４０ｍの台地上に立地し，三方は急峻な傾斜面
となっている。調査面積は２，０００�で縄文時代の集石３基，土坑が検出され，塞ノ
神式・轟式土器と石斧・石鏃・石匙などが出土した。古墳時代では竪穴住居跡１基
と土坑・成川式土器が，古代～中世は土師器・須恵器・青磁・滑石製石鍋が発見さ
れた。

※　刊行報告書
　「一ノ谷遺跡」　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００１
　「池之頭遺跡」　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００２
　「今里遺跡」　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００２
　「市ノ原遺跡」　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３
　「犬ヶ原遺跡」　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３
　「雪山遺跡・猿引遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３
　「上ノ原遺跡」　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書�　２００３
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第２図　西回り自動車道調査遺跡位置図
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第２章　調査の経過

第１節　調査に至るまでの経緯と経過
　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改
称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化
財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度４月より文化財課に改称）に
照会した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院インターチェンジと市来インターチェ
ンジ間の埋蔵文化財の分布調査を実施したところ，当事業区内には２７か所の遺物散布地及び確認調
査の必要な地点が存在することが判明した。
　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課との協議
に基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調
査と，その後の緊急発掘調査（以下本調査）を鹿児島県立埋蔵文化財センターですることになった。
　下永迫Ａ遺跡については，平成９年１０月に確認調査を行い，遺跡の範囲や性格等を把握した。こ
れを受けて平成１０年５月６日から平成１０年７月３日まで同遺跡の本調査を実施し，埋蔵文化財の記
録保存を図った。調査対象面積は２，６００�である。なお，発掘調査終了後整理作業及び報告書作成
を平成１５年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで行った。

第２節　調査の組織
平成１０年度（発掘調査）
起因事業主体　　　建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所
調査主体　　　　　鹿児島県教育委員会
企画・調整　　　　鹿児島県教育庁文化財課
調査責任　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　　　長　　吉永　和人
調査企画　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　次 長 兼 総 務 課 長　　尾�　　進
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　戸�　勝洋
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　調査課長補佐兼第一調査係長　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長　　池畑　耕一
調査担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　文　 化　 財　 主　 事　　上之園健二
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　文　化　財　研　究　員　　栗林　文夫
調査事務担当　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　査　　政倉　孝弘
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　　溜池　佳子
平成１５年度（整理作業・報告書作成）
起因事業主体　　　国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所
整理作業主体　　　鹿児島県教育委員会
企画・調整　　　　鹿児島県教育庁文化財課
整理作業責任　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　　　長　　木原　俊孝
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整理作業企画担当　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　次 長 兼 総 務 課 長　　田中　文雄
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　総　　 務　　 係　　 長　　平野　浩二
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　調　　 査　　 課　　 長　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　課　　 長　　 補　　 佐　　立神　次郎
整理作業担当　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長　　牛ノ�　修
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　文　化　財　研　究　員　　石丸　良輔
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　文　 化　 財　 主　 事　　吉岡　康弘
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　 　 　 〃　 　 　 　 　　繁昌　正幸
整理作業事務担当　　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　査　　脇田　清幸
報告書作成検討委員会　　平成１５年１１月１１日　　　　　所長ほか　　　１０名
報告書作成指導委員会　　平成１５年１１月４日　　　　　調査課長ほか　４名
企　画　担　当　者　　　　　　　　　　　　　　　繁昌正幸・中村和美
発掘作業員（五十音順・敬称略）
　有村なるみ・石田万里子・岩切ひとみ・柿内弘巳・金里美恵子・川口貞子・川畑けい子・
木佐貫栄治・岸上正子・楠原操・隈元加代子・小林喜代江・白石時則・杉村しのぶ・中島蓉子・
梛木紀子・西文江・東一夫・福岡優子・福留美喜子・福森隼人・藤嵜ルリ・二俣幸子・
前野かをる・前村国夫・松下弘美・松元チヅ子・南シヅ子・南ノブ子・嶺井やよい・森園カツヨ・
森田トキ子・柳田和孝・四元幸子
整理作業員
　竹添つるえ・坂口裕子・福満喜久子

第３節　調査の経過（日誌抄）
　確認調査は，平成９年１０月７日から１０月１４日にかけて計５日間実施した。緊急発掘調査（本調
査）は平成１０年５月６日から平成１０年７月３日までの間，計３３日間実施した。調査の経過を日誌抄
により週毎に略述する。
確認調査
　平成９年１０月７日（火）～１０月１４日（火）
　確認トレンチ１（３７ｍ×２ｍ）・２（２ｍ×１ｍ）を設定し，人力による掘り下げ開始。古代～
中世の遺物出土。Ⅱ・Ⅲ層出土遺物取り上げ。断面実測，写真撮影。埋め戻しを行い，確認調査終
了。
緊急発掘調査（本調査）
　平成１０年５月６日（水）～５月８日（金）
　発掘現場及びその周辺の枯木・雑草等を除去し，Ｇ～Ｉ－２０～２５区の表土を重機により剥ぎ取る。
Ⅱ層の掘り下げを開始する。
　平成１０年５月１１日（月）～５月１５日（金）
　Ⅱ・Ⅲ層の掘り下げを行い，Ⅱ・Ⅲ層出土遺物を平板実測，取り上げ。先行トレンチ１を設定し，
掘り下げを開始。トレンチ１，Ⅷ層（シラス）まで掘り下げ。縄文・旧石器時代の遺物・遺構なし。
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トレンチ１調査終了。
　平成１０年５月１８日（月）～５月２２日（金）
　トレンチ２を設定し，掘り下げを開始。Ｇ～Ｉ区－２１～２５区のⅡ・Ⅲ層遺物包含層の掘り下げ。
出土遺物を平板実測，取り上げ。Ｋ～Ｍ－２０～２４区の表土を重機により剥ぎ取る。トレンチ２，Ⅷ
層（シラス）まで掘り下げ。縄文・旧石器時代の遺物・遺構なし。トレンチ２調査終了。Ｇ～Ｉ－
２１～２５区土層状況写真撮影，土層断面図実測。
　平成１０年５月２５日（月）～５月２８日（木）
　土層断面図実測終了。Ｋ～Ｍ－２０～２４区Ⅱ・Ⅲ層掘り下げ。土師器�出土，写真撮影。出土遺物
を平板実測，取り上げ。トレンチ３を設定し，掘り下げを開始。
　平成１０年６月１日（月）～６月５日（金）
　Ｋ～Ｍ－２０～２４区Ⅲ層掘り下げ。遺物出土状況写真撮影。平板実測後，遺物取り上げ。Ⅲ層精査。
遺構（土坑１・２）検出。土坑１・２写真撮影，平板による実測。トレンチ３土層断面写真撮影，
土層断面図実測。Ⅲ層上面コンター図作成。南日本新聞社文化部園田記者来跡（１日）
　平成１０年６月８日（月）～６月１２日（金）
　トレンチ３調査終了。Ｉ～Ｋ－２１～２５区の表土を重機と人力により剥ぎ取る。Ⅱ層掘り下げ。出
土遺物を平板実測，取り上げ。
　平成１０年６月１５日（月）～６月１９日（金）
　トレンチ４設定，掘り下げ。Ｉ～Ｋ－２１～２５区Ⅱ層掘り下げ。出土遺物平板実測後，取り上げ。
Ⅲ層上面で精査，遺構（集石・土坑）検出。Ⅲ層上面コンター図作成。
　平成１０年６月２２日（月）～６月２６日（金）
　Ｉ～Ｋ－２１～２５区Ⅲ層掘り下げ。出土遺物平板実測後，取り上げ。トレンチ４掘り下げ。土坑を
半截し，断面を写真撮影。断面の実測後，完掘する。完掘状況の写真撮影，実測。集石の平面図実
測。
　平成１０年７月１日（水）～７月３日（木）
　Ｉ～Ｋ－２１～２５区Ⅲ層掘り下げ。出土遺物を平板実測し，取り上げた後，再度精査する。遺構は
検出されず。集石断面図実測。先行トレンチ４，Ⅷ層（シラス）まで掘り下げ。縄文・旧石器時代
の遺物・遺構なし。土層断面写真撮影。トレンチ４の調査終了。Ｉ～Ｋ－２１～２５区完掘状況写真撮
影。３日全ての調査を終了する。
整理作業
　整理作業は，平成１５年４月～１２月にかけて，国分市上之段の県立埋蔵文化財センターで行った。
大まかな整理作業及び報告書作成作業の経過は下記のとおりである。なお，平成１０年度の本調査後，
調査担当者の栗林文夫が概略的な整理を行った。
平成１５年４月～５月；実測図点検。遺物接合，遺物選別，遺物実測。
平成１５年６月～７月；遺物トレース，拓本，仮レイアウト。遺構図作成，トレース，仮レイアウト。

調査範囲図及び周辺地形図等作成。
平成１５年８月～９月；ドット図作成。遺構及び遺物レイアウト。遺物復元作業
平成１５年１０月～１２月；観察表作成。遺物写真撮影。文章作成。
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第３章　遺跡の位置及び環境

第１節　地理的環境
　下永迫Ａ遺跡は鹿児島県日置郡伊集院町下谷口字下永迫に所在する。
　遺跡の所在する伊集院町は，薩摩半島のほぼ中央部に位置しており，北は郡山町・東市来町，東
は鹿児島市，南は松元町・日吉町，西は日吉町・東市来町に接し，その地理的位置から古来より日
置郡の中心地として発達してきた。伊集院町の北部には，重平山（５２３．１ｍ）があり，東市来町及
び郡山町との境をなしている。南西部には矢筈岳（３０２．９ｍ）や諸正岳（３０１．４ｍ）がある。これら
の山地を除くと大部分は，海抜１５０ｍ前後の火山灰台地，いわゆるシラス台地となっている。河川
は神之川とその支流である永松川・下谷口川・野田川が流れ，これらの川の開析によって小規模な
谷底平地が形成されている。台地と谷底平地との境は崖地になっているところが多く，小規模な盆
地状地形となっている。河川の流域には集落が点在し，平地部の東側は現在伊集院町の行政・商業
の中心となっている。下永迫Ａ遺跡は，南西部の台地縁辺部から傾斜して北側に広がる平地部にあ
たり，南北に延びる小規模な２つの尾根に挟まれた標高約１１０ｍ前後の谷地に位置する。

第２節　歴史的環境
　伊集院町の考古学的調査の歴史は比較的新しく，近年の大型の公共事業に伴う発掘調査が行われ
る以前は，下谷口の川畑で縄文土器が採集されたり，寺脇の楠牟礼神社などで弥生土器が採集され
るというような状況であったが，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ間）の
建設に伴う調査や，九州新幹線鹿児島ルート（新八代～西鹿児島間）の建設に伴う調査が行われた
こと等により多数の遺跡が確認され，調査の結果，各時代の遺構・遺物の発見が相次いだ。そこで，
周辺遺跡の紹介と併せて主な遺跡を若干紹介したい。
旧石器時代
　永迫平遺跡は，標高約１５０ｍの台地上に位置し，ナイフ形石器文化期の剥片尖頭器やナイフ形石
器，台形石器などが出土している。また，細石刃文化期の細石刃なども出土している。伊集院町に
隣接する鹿児島市や松元町でも近年の公共事業に伴って，旧石器時代の遺跡が多数確認されている。
これらの遺跡と同じ台地上に所在する横井竹之山遺跡や瀬戸頭遺跡ではナイフ形石器や台形石器な
どの遺物や落とし穴などの遺構が見つかっており，旧石器時代の研究に貴重な資料を追加すること
になった。
縄文時代
　稲荷原遺跡は，標高約１６０ｍの台地の縁辺部に位置している。早期が中心で，遺物には石鏃・磨
製石斧・磨石・石皿などの石器や土器では岩本式土器などが出土しており，なかでも赤色顔料が塗
彩された岩本式土器片は注目される。上山路山遺跡は，標高約１３０ｍの舌状台地の縁辺部に位置し
ている。遺跡の主体は早期で，遺構では集石遺構が３基検出されている。遺物では岩本式・前平
式・吉田式土器などが出土している。永迫平遺跡でも早期を中心とする遺構・遺物が発見されてい
る。遺構では，竪穴住居９基・集石遺構１２基・連穴土坑３基・方形土坑９５基・道跡３条などが検出
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されている。遺物としては，前平式・塞ノ神式土器のほかに，石鏃・打製石斧・磨石・敲石・石皿
など多数の遺物が出土している。これらの遺構・遺物の発見は，当該期の集落の様相を解明する上
で貴重な資料を提供している。
弥生～古墳時代
　これまでの調査対象地域は台地や丘陵地が多いせいか，弥生時代の遺跡は少ない。伊集院町周辺
の弥生時代の遺跡としては，東市来町から市来町にかけて位置する市ノ原遺跡がある。遺構では，
前期から中期にかけての竪穴住居跡が５基，貝溜まり土坑が１基検出されている。遺物としては入
来式・黒髪式・須玖式土器などの土器や，石皿・磨石・磨製石鏃・打製石斧などの石器も数多く出
土している。
　古墳時代を主体とする遺跡も少ない。これまでの発掘調査によって古墳時代の土器である成川式
土器が出土する遺跡は数多くあるものの，遺構の検出例は少ない。その中で，伊集院町郡字石坂に
所在する石坂遺跡では，竪穴住居跡が検出され，その中央部からほぼ完形に近い成川式土器が出土
しており，当該期の様相を解明する上で貴重な資料となっている。
古代～中世
　律令体制下の伊集院町は，薩摩国日置郡に属していたと考えられている。郡には地方の有力者か
ら郡司が任命され，地方政治にあたっていた。現在，地名に「郡」という名がつく地は郡衙があっ
たとする説があり，伊集院町でも「郡」という地名が残っており，日置郡衙の候補地になっている。
この郡衙は行政の単位であるとともに徴税の単位でもあった。当時の税の一つに「租」があったが，
その租を納める施設を郡倉といった。郡倉は重要な施設であったため，豪壮な施設があったと考え
られている。そのため倉院，略して院と呼ばれた。伊集院町にもこの倉院が置かれたとされ，地名
の由来となっている。古代の遺跡として，伊集院町郡に所在する西原遺跡では，「原」と墨書した
土師器�や「吉」と墨書した内赤土師器�などが出土している。また，伊集院町郡の山ノ脇遺跡で
は，土師器�や黒色土器，須恵器といった遺物が多数出土している。これらの遺跡は，いずれも郡
に所在し，伊集院町の古代の様相を解明する上で貴重な資料となっている。
　中世の頃になると，この地域は大隅正八幡領と大前氏（１２世紀初頭～後半），紀姓伊集院氏（１２
世紀後半～１４世紀半ば），島津荘島津氏，地頭（伊集院）島津氏などが各々土地を所有し，また，
所有権をめぐって幾度かの抗争を繰り広げていたようである。その後，１５世紀半ばに伊集院島津氏
が滅亡すると，以後伊集院は守護職島津氏が支配することとなった。１５世紀末になると，守護職島
津氏の分家などが各地で勢力を拡大し，守護職島津氏の存在が危ぶまれる状況になっていた。この
ような状況の中，守護職島津勝久は，伊作家島津忠良の嫡男貴久を養子とし，貴久に守護職を譲り
渡した。ここに戦国島津氏が誕生することになる。
　島津貴久は，守護職となる前に伊集院城（一宇治城）を居城としている。この伊集院城（一宇治
城）は，島津貴久がザビエルと会見した城として有名で，標高約７０ｍのシラス台地の先端部に位置
し，周囲約２．３�，面積約３０万�の広大な山城である。当城は，大きく４つの郭群からなり，その
下に多くの曲輪が造られ，曲輪間には多数の空堀が掘られていた。中世になると各地で多数の山城
が造られるようになったが，伊集院でも伊集院城（一宇治城）のほかにも内城・大内山城・神殿城
などの山城が造られ，現在でもわずかながらではあるが城跡の痕跡を残している。
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第３図　周辺遺跡位置図
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第２表　周辺遺跡一覧表
備 考遺 物 等時 代地 形所 在 地遺 跡 名番号

伊集院忠邦夫婦の墓中世小丘伊集院町寺脇甫ノ内円福寺墓地群１

五輪塔中・近世平地伊集院町郡九玉神社２

貝殻条痕文・弥生土器台地（海岸段丘）伊集院町寺脇楠牟礼寺脇３

昭和６３年分布調査土師器片奈良～平安台地伊集院町麦生田字後宮田後宮田４

別称「小城」中世山地伊集院町小城大内山城跡５

石器・壷型土器・坏沖積地伊集院町郡郡６

Ｈ１発掘調査土師器片奈良～平安台地伊集院町黒木田黒木田７

中世城館跡中世台地伊集院町徳重字小城小城跡８

五輪塔・宝塔外中・近世山地伊集院町徳重妙円寺墓地９

（町）昭和４０．１０．１２中世平地伊集院町徳重石谷高久の墓１０

伊集院郡司紀四朗時清がこ
こに館を構えたのが始まり鎌倉初期丘陵伊集院町大田一宇治城跡１１

五輪塔・無縫塔中・近世台地伊集院町大田上大知跡１２

五輪塔・無縫塔山腹伊集院町城山雪窓院跡１３

（町）昭和４６．７．２１近世平地伊集院町荒瀬本田兄弟の墓１４

五輪塔・宝塔外中・近世平地伊集院町城山円通墓地１５

五輪塔・石地蔵中・近世平地伊集院町猪鹿倉荘厳寺墓地１６

五輪塔・宝塔外中・近世平地伊集院町大田中報恩寺跡１７

無縫塔中・近世山腹伊集院町天神馬場未穏寺跡１８

五輪塔・宝塔外中・近世平地伊集院町天神馬場竜泉寺跡１９

（町）昭和４０．１０．１近世平地伊集院町天神馬場有馬新七の墓２０

五輪塔中・近世平地伊集院町下谷口下谷口２１

五輪塔外中・近世平地伊集院町天神馬場長寺庵跡２２

五輪塔・宝塔中・近世平地伊集院町猪鹿倉薬師堂跡２３

昭和５８年５月発掘調査磨製石斧（大・小石斧）平地伊集院町猪鹿倉猪鹿倉２４

Ｈ９発掘調査縄文早期台地伊集院町大田上山路山２５

西回り自動車道分布調査土坑・溝・土師器・須恵器古代～近代傾斜地伊集院町下谷口柳原柳原２６

Ｈ１０発掘調査・本報告土師器古代～中世谷地伊集院町下谷口下永迫下永迫Ａ２７

Ｈ８～１０発掘調査住居跡，石器，土器片縄文早期台地伊集院町下谷口永迫平永迫平２８

五輪塔・宝塔外中・近世平地伊集院町向江破鞋墓地２９

五輪塔・宝塔外中・近世台地伊集院町四朗園梅岳寺墓地３０

五輪塔・宝塔中・近世平地伊集院町飯牟礼熊野神社境内３１

土器片・土師器台地伊集院町飯牟礼中島堀３２

Ｈ１０分布調査古墳台地伊集院町古城七反畠３３

Ｈ７分布調査古墳，古代台地伊集院町恋之原上稲荷原上稲荷原３４

Ｈ８発掘調査石器・土器片縄文早期台地伊集院町恋之原稲荷原稲荷原３５

壷形土器台地伊集院町恋之原恋之原３６

五輪塔台地伊集院町古城大山神社境内３７

五輪塔・相輪中・近世台地伊集院町古城松尾城の麓３８

別称「平城」弘安年間山地伊集院町古城内城跡３９
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第４章　調査の概要

第１節　調査の方法
〈平成９年度〉確認調査
　平成９年１０月７日（火）から平成９年１０月１４日（火）にかけて，発掘対象区域内のほぼ中央部の
東西方向に長さ３７ｍ×幅２ｍの第１トレンチと，東側に長さ２ｍ×幅１ｍの第２トレンチを設定し，
確認調査を行った。その結果，Ⅱ層及びⅢａ層から古代から中世にかけての遺物が出土したほか，
第１トレンチ・第２トレンチともに遺物包含層の残存状況が比較的良好であったため，本調査を実
施することとなった。なお，表土の厚さが２ｍ程度もあり，もろくて崩壊する危険性があったため，
Ⅲａ層途中以下の調査については，本調査時に調査することとなった。
〈平成１０年度〉本調査
　平成９年度に行われた確認調査の成果より，平成１０年５月６日（水）から平成１０年７月３日（木）
にかけて本調査を行った。下永迫Ａ遺跡は東側の台地上から傾斜地にある柳原遺跡に隣接しており，
柳原遺跡で設定した区画を下永迫Ａ遺跡のある西側へ延長し，１０ｍ毎に南北方向に北側からＧ～Ｎ
区，東西方向に西側から２０～２５区を設定し，１０ｍ毎のグリットとして区画して調査を行った。
　調査は，排土処理の都合上，調査区域を南北に３つに分け，Ｇ～Ｉ－２０～２５区・Ｋ～Ｍ－２０～２５
区・Ｉ～Ｋ－２０～２５区という順序で調査を進めた。表土を重機を用いて除去した後，包含層である
Ⅱ層から山鍬などにより掘り下げを行った。Ⅲａ層上面で精査を行い，遺構の有無を確認した。そ
の結果，集石や土坑が確認されたため，集石については平面及び見通し断面の実測を行い，一つ一
つの石について火熱の状況や石材についての観察を行い記録した。土坑については，埋土の色調な
どを確かめながら掘り下げを行い，平面及び断面の実測を行った。その後，遺物の包含層であるⅢ
ａ層の掘り下げを行いつつ，平成９年度の確認調査時にⅢａ層途中以下から下層が未調査であった
ため，合計４本の下層確認トレンチを設定し，掘り下げを行った。
　Ｇ～Ｊ－２０区については，表土を除去したところすぐにⅧ層（シラス）となっており，遺物や遺
構も検出されなかったため，この区については調査終了となった。
　Ⅱ層及びⅢａ層から出土した遺物については，平板により実測を行うとともに，レベルを記録し
て取り上げを行った。
　下層確認トレンチでは，Ⅲａ層の下位より縄文時代後期の遺物が若干出土したものの，そのほか
の遺物や遺構は検出されなかった。また，Ⅲａ層よりさらに下層についても掘り下げを行い調査を
進めたが，遺構・遺物ともに見つからなかったため，調査終了となった。
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第２節　地形及び層位
１　地形（第７図）　
　下永迫Ａ遺跡の地形は，南西に延びる台地から北側に広がる平地との境に当たり，南北方向に延
びる小規模な２つの尾根に挟まれた谷地である。そのため，遺跡のある部分はほぼ平らではあるが，
全体的に北側に緩やかに傾斜している。本遺跡の中央部東西方向に段差があり，南側が高く，北側
が一段低くなっている。過去に造成がなされ，耕作地として利用されていた可能性が考えられるが，
現状は南側は林，北側は荒れ地となっている。地形についてさらに詳しく見ると，第７図はⅢa層
上面での１０�間隔のコンター図であるが，南側の台地及び東西の尾根部に近いほど傾斜が激しく，
北側の平地に向かうに従い傾斜が緩やかになっている。つまり，本遺跡がある谷地に向かって三方
向から傾斜し，北側の平地に向かって次第に下っていくという地形である。
２　層位（第６・８・９図）
　下永迫Ａ遺跡の層序は，概ね以下の通りである。Ⅰ層から�層までに分層できる。各層とも中央
部及び北側へ行くほど残存状況が良いが，東西の尾根部に向かうに従い薄くなるか，または層に
よってはほとんど残存していない状況である。これは，東西及び南の三方向から流れ込みによって
このような堆積状況になったものと考えられる。

Ⅰ　層　茶褐色土

Ⅱ　層　黒色土
Ⅲa　層　黄褐色土

Ⅲb　層　黄橙色火山灰土

Ⅳ　層　暗黄褐色土
Ⅴ　層　黒褐色土
Ⅵ　層　黄色火山灰土
Ⅶ　層　茶褐色粘質土
Ⅷ　層　明茶褐色粘質土
Ⅸ　層　褐色弱粘質土
Ⅹ　層　褐色土
�　層　シラス

第６図　土層柱状図

　表土・耕作土。白い軽石を含む。中央部では２
ｍほどの厚さにもなる。
　古代～中世の包含層
　黄橙色火山灰（アカホヤ）が多少混入している。
　古墳～古代・縄文時代後期の包含層
　鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰。部分的に
残存している。中央部ほど残りがよい。
　パミスを若干含む。
　パミス細粒を多く含む。
　桜島起源の薩摩火山灰
　いわゆるチョコ層

　シラス風化土。黄色パミスを含む。
　入戸火砕流起源の火山灰土
ａ：黄色軽石を含む乳白色シラス
ｂ：黄色軽石を含む褐色シラス
ｃ：淡褐色シラス
ｄ：白色軽石を含む白色シラス

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ⅹ

�
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第７図　Ⅲa層上面コンター図
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第３節　縄文時代の調査
　下永迫Ａ遺跡からは，縄文時代の遺構は検出されなかったが，縄文時代早期及び後期～晩期にか
けての遺物が出土した。量的に最も多かったのは後期の遺物である。これらの遺物は南側中央部に
集中し，Ⅱ層からⅢa層にかけて出土したものであるが，層位的あるいはレベル的にもばらつきが
あり，周辺の台地からの流れ込みも考えられる。そのため，当遺跡以外にも周辺に縄文時代の遺跡
が存在することが推定される。
１　土器（第１０・１２・１３図）
　縄文時代の土器は，Ⅱ層・Ⅲa層から出土した。縄文時代早期・後期・晩期の土器とみられ，土
器の特徴により２１点図示した。
　�　早期の土器（１）
　　早期の土器は１点のみであった。１は平底の底部付近である。
内外面ともナデ調整を施し，底部端部にはヘラ状施文具で縦位に
刻み目を施している。底部は丁寧なナデが施され，光沢を帯びて
いる。これらの特徴から吉田式土器の底部と考えられる。

　�　後期の土器（２～２０）
　　２～１１は指宿式土器と推定されるものである。２は胴部が膨ら
み，口縁部が内湾する深鉢形の土器で，横位に１本の沈線を口縁
部に巡らし，その下に２本の波状の沈線を巡らしている。３は口
縁部が外反する深鉢形の土器で，内外面とも荒い条痕による調整を行っている。横位に１本の沈
線を口縁部に巡らし，その下に２本平行で階段状の沈線を巡らしている。４は２本平行の沈線を
巡らした口縁部である。５～８は胴部が膨らみ口縁部が内湾する深鉢形の土器の口縁部及び胴部
である。いずれの土器も内外面ともナデ調整を施し，靴形状の沈線を施している。９は口縁部が
外反する深鉢形の土器である。口唇部外面に巻貝の腹部による押圧文が施されている。頸部から
胴部にかけては，４本の横走する沈線を巡らし，その間に縦位に沈線を結んでいくものであり，
１０も同形式のものと推定される。１１は胴部が膨らみ，口縁部にかけて直行する深鉢形の土器であ
る。口唇部に突起状の粘土紐が施され，山形口縁を呈している。外面はヘラ状工具でナデ調整が
施された後，丁寧にミガキがかけられており，内面は丁寧なナデによる調整が施されている。
　　１２はバケツ状の深鉢形土器と推定される。口唇部及び口縁部の内面に沈線を施している。
　　１３～１７は口縁部が大きく外反し，口縁部の先端に若干平坦面を作り，そこを文様帯としている
土器である。１３は松山式土器と推定されるものである。口縁部に２本の沈線を施し，その間に貝
殻腹縁部による刺突文を施している。１４・１５は市来式土器と推定されるものである。口縁部内外
面とも貝殻条痕による調整を施している。１５は口縁部に縦位及び横位の爪形文を施している。１６
は草野式土器と推定されるものである。口縁部に斜位の爪形文を施している。１７は西平式土器と
推定されるものである。口唇部に１本の沈線を巡らしている。
　　１８は深鉢形土器の胴部と推定される。外面は荒い条痕により調整を行った後，指ナデにより条
痕を消している。内面はヘラ状工具によるナデ調整が施されている。

第１０図　縄文時代の土器Ⅰ
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第１１図　遺物出土状況（縄文土器・石器）



－２２－

第１２図　縄文時代の土器Ⅱ
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第１３図　縄文時代の土器Ⅲ
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　　１９・２０は平底の底部である。１９は内外面ともヘラ状工具によるナデ調整が施されている。底部
は無文である。２０は内外面ともナデ調整が施されている。底部外面には葉脈状の圧痕が見られ，
木の葉底と考えられる。
　�　晩期の土器（２１）
　　晩期の土器は１点のみであった。２１は精製浅鉢の胴部である。内外面とも丁寧に研磨されてお
り，外面は黒く光沢を帯びている。
２　石器（第１４・１５図）
　石器は，Ⅲａ層から石鏃・スクレイパー・磨石が出土した。石材については，黒曜石，頁岩，玉
髄，安山岩などがみられた。これらの石器は土器と同じく遺跡の南側に集中しており，Ｌ－２２区に
最も集中している。
　�　石鏃（２２～２９）　
　　２２～２９は石鏃である。２２～２５は基部の抉りが深く，脚部が長いものである。２２は大型の二等辺
三角形鏃である。石材は長崎県針尾島産の黒曜石に類似する。２３は三角形鏃である。片脚部は欠
損している。先端部が鋭く，側辺部は鋸歯状を呈する。石材はハリ質安山岩である。２４は石鏃の
脚部と推定される。石材は不透明で艶がなく，不純物をほとんど含まない黒曜石である。２５は側
辺部が若干外湾し，鋸歯状を呈するものである。脚部先端は欠損しており，その形態は不明であ
る。石材はハリ質安山岩である。２６・２７は基部の抉りが浅く，脚部が短いものである。２６は先端
部が円く，側辺部が内湾するものである。脚部の形態は左右で異なる。石材は玉髄に類似する。
２７は小型の三角形鏃と推定される。先端部や片脚の先端が欠損している。石材は上牛鼻産の黒曜
石に類似する。２８は基部が平基式のもので，五角形鏃である。先端部は鈍く，側辺部には鋸歯が
若干みられる。石材は頁岩である。２９は基部の抉りが浅い五角形鏃と推定されるものであるが，
欠損している部分が多く，別の器種の可能性もある。石材は佐賀県腰岳産の黒曜石に類似する。
　�　スクレイパー（３０）
　　スクレイパーは３０の１点のみであった。３０は自然の剥片を利用し，下部に刃部を作り出したも
のである。石材は頁岩である。
　�　磨石（３１）
　　磨石は３１の１点のみであった。円礫の広い面を磨石として使用している。また側面及び広い面
のほぼ中央部に敲打痕があることから，敲石または凹石としても使用されたものと考えられる。
石材は輝石を多く含んだ輝石安山岩である。
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第１４図　縄文時代の石器Ⅰ
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第１５図　縄文時代の石器Ⅱ

第３表　縄文土器観察表
挿図備考胎　　土内面調整外面調整内面色調外面色調焼成部　位注記番号標高（ｍ）層区番号
１１吉田式角閃石・石英ナデナデ灰黄褐色黄褐色良好底部－－Ⅱ－１
１２指宿式角閃石・石英ナデ沈線赤褐色黄褐色良好口縁部２４５１０８.７２０ⅢａＫ２３２
１２指宿式石英・長石条痕沈線暗黄褐色暗黄褐色良好口縁部～胴部２４６他１０８.６８５ⅢａＫ２３３
１２指宿式角閃石・石英ナデ沈線・ナデ黒褐色暗赤褐色良好口縁部２５５１０８.４８０ⅢａＫ２３４
１２指宿式長石・石英・角閃石ナデ沈線・ナデ淡褐色淡赤褐色良好口縁部９９１０９.１７０ⅡＬ２２５
１２指宿式角閃石・石英ナデ条痕・ナデ暗灰黄色灰黄褐色良好胴部２６４１０８.５６０ⅢａＫ２３６
１２指宿式長石ナデ沈線・ナデ暗灰黄色橙色良好胴部２２５１０８.７００ⅢａＫ２３７
１２指宿式輝石・石英ナデ沈線・ナデ黄橙色橙色良好胴部２５４１０８.７４５ⅢａＫ２３８
１２指宿式角閃石・長石ナデ押圧・沈線明褐色赤褐色良好口縁部～胴部２４３１０８.７２０ⅢａＫ２３９
１２指宿式角閃石・石英ナデ押圧・沈線灰黄褐色暗褐色普通口縁部－－ⅢａＬ２２１０
１３指宿式角閃石・石英ナデナデ・ミガキ明褐色明褐色良好口縁部～胴部２５６他１０８.６１５ⅢａＫ２２１１
１３石英ナデ沈線・ナデ橙色明黄褐色良好口縁部１１８１０９.７５５ⅢａＬ２２１２
１３松山式長石貝条痕沈線・貝刺突橙色淡橙色良好口縁部－－ⅢａＫ２２１３
１３市来式角閃石・石英貝条痕貝条痕淡褐色淡橙色良好口縁部２７７１０９.８７５ⅢａＭ２３１４
１３市来式角閃石・石英ナデ爪形・ナデ明赤褐色明褐色良好口縁部－－ⅢａＩ２２１５
１３草野式角閃石・石英ナデ爪形・ナデ淡黄橙色淡黄橙色良好口縁部１４１１０９.６４７ⅡＬ２２１６
１３西平式石英・輝石ナデ沈線・ナデ黒褐色赤褐色普通口縁部－－ⅢａＫ２２１７
１３石英・長石ナデ条痕・ナデ明赤褐色明赤褐色良好胴部１５８他１０９.６２５ⅢａＬ２２１８
１３角閃石・石英ナデナデ暗赤褐色暗赤褐色良好底部４８２１０８.４６０ⅢａＪ２１１９
１３角閃石・長石ナデナデ橙色橙色良好底部２７５１０９.２５５ⅢａＬ２３２０
１３長石ミガキミガキ黄橙色黒褐色良好胴部－－ⅢａＪ２２２１

第４表　縄文石器観察表
挿図備　考重量（ｇ）最大厚（�）最大幅（�）全長（�）　石　　材器　種注記番号標高（ｍ）層区番号
１４１.０６０.４５１.３５２.６０黒曜石（針尾？）石鏃２７６１０９.３７５ⅢａＬ２３２２
１４鋸歯０.６００.３５１.５０２.００ハリ質安山岩石鏃２４１１０９.２８０ⅢａＬ２２２３
１４脚部０.１６０.２５０.９０１.００黒曜石石鏃２６０１０８.８７２ⅢａＬ２２２４
１４鋸歯０.４１０.３０１.４５１.６０ハリ質安山岩石鏃２３５１０９.１００ⅢａＬ２２２５
１４０.８００.３５１.７０１.８０玉髄石鏃８９１０９.９０５ⅡＬ２２２６
１４先端部欠損０.２６０.３０１.２０１.１０黒曜石（上牛鼻？）石鏃３１４１０８.３３２ⅡＪ２３２７
１４０.７４０.３５１.２５１.７５頁岩石鏃１０１１０９.４２０ⅡＬ２２２８
１４０.５４０.３０１.７０１.２５黒曜石（腰岳？）石鏃－－Ⅱ－２９
１４３９.８８１.１５６.９０５.９０頁岩スクレイパ－－－ⅢａＩ・Ｌ２２３０
１５１０９０.００５.２５１０.９０１１.８５安山岩磨石－－ⅢａＨ２２３１
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第４節　古墳時代の調査
　遺構は検出されなかったが，多数の土器が出土した。器種は甕形土器・壺形土器・高坏形土器が
ある。いずれも在地性の強い成川式土器であるとみられる。以下，出土した土器について概略を述
べていきたい。
１　甕形土器（第１６・１７図）
　甕形土器は完全に復元できたものがないため，各部位ごとに分類した。
　�　口縁部（３２～５１）　
　　口縁部は，開き方や頸部・胴部にかけての形態により４種類に分けることができる。
　　３２～３６は口縁部が外反し，頸部にかけてしっかりと屈曲し，頸部内面にはっきりとした稜線が
みられ，胴部の上部で膨らむものである。３２は口縁部から頸部にかけて内外面とも横位のナデ調
整が施され，頸部から胴部にかけては外面は縦位のハケ目，内面は横位のハケ目が残る。３３は外
面は横位のナデ調整が施され，内面は横位のハケ目が残る。口唇端部は工具により凹面を作り出
している。３４～３６は口唇端部が丸まっているものである。３４は頸部から胴部の上部にかけて若干
膨らむものの，底部にかけて大きくすぼまっていくものと推定される。そのため深さが浅いもの
と推定される。外面は頸部から口縁部にかけて縦位のハケ目の掻き上げがみられ，胴部は幅約１
�程度のヘラ状工具で縦位にケズリが施されている。内面は横位のハケ目が残る。３５も同様に外
面は縦位のハケ目，内面は横位のハケ目による調整が施されている。３６は摩滅が激しく調整痕が
ほとんど残っておらず，頸部のナデ調整が僅かに残るのみである。
　　３７～４１は口縁部は外反するものの，頸部での屈曲は緩やかで内面の稜線もはっきりとしないも
のである。３７・３８は口唇端部が丸みを帯びているものである。ともに頸部から胴部の上部にかけ
て膨らみをもつものである。３７は口縁部から頸部にかけて横位のナデ調整が施され，胴部はヘラ
状工具により縦位にケズリが施された後，ナデ調整が施されている。内面は口縁部から頸部にか
けて横位のナデ調整が施され，胴部はハケ目が残る。３８は内外面ともにナデ調整が施されている。
３９～４１は口唇端部が平らになっているものである。３９は内外面とも横位のナデ調整が施されてい
る。４０は他のものと比較して器壁が厚く，焼成も良好である。また，口唇端部も工具により丁寧
に平坦面を作り出している。調整は内外面ともハケ目が残るが，外面は縦位，内面は横位の調整
である。４１は摩滅が激しく，外面の調整痕はほとんど残っていないが，内面はハケ目が確認でき
る。他のものと比較して，口縁部の長さが若干短い。
　　４２～４６は口縁部が大きく外反するものである。口縁部しか残っていないため，頸部・胴部の形
態は不明である。口縁部の形態より，上記のものより若干時代が古くなるものと推定される。４２
～４５は口唇端部が平らになっているものである。４２と４４は内外面とも横位のナデ調整が施されて
おり，焼成がとても良好である。４３は口唇端部に工具で凹面を作り出している部分がみられる。
外面はナデ調整，内面は横位のハケ目が残る。４５・４６はともに摩滅が激しく，ほとんど調整痕が
残っていなかったが，ハケで調整した後，ナデ調整による仕上げを施しているようである。４６の
口唇端部は丸みを帯びている。
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第１６図　古墳時代の土器Ⅰ
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　　４７～５１は口縁部が僅かに外反するものである。４７～４９は口唇端部が丸まっているものである。
４７と４８は同じ調整が施されている。外面は縦位のハケ目の掻き上げがみられ，内面は横位のハケ
目が残る。４８は他のものと比較して外反が最も弱く，口縁部は直立気味となる。４９は内外面とも
横位のナデ調整が施されている。５０・５１は口唇端部が平らになるもので，他のものと比較して器
壁が厚く，口縁部が短いものである。内外面とも横位のナデ調整が施されている。
　�　胴部（５２～６５）
　　胴部は，頸部から胴部にかけての形態や突帯などの文様により，３種類に分けることができる。
　　５２～５７は頸部がしっかり屈曲し，頸部から胴部の上部にかけて膨らみ，底部にかけてすぼまっ
ていくものである。５２は内外面ともナデ調整が施され，黒褐色を呈し，焼成も良好である。５３・
５４は，外面はナデ調整が施されている。内面は頸部の稜線がはっきりとしており，稜線から上部
は目の細かいハケによる調整，稜線から下部は叙位・横位・縦位と目の大きいハケで調整されて
おり，稜線を境に調整方法が上下で異なっている。５５・５６は，外面は縦位に目の細かなハケによ
る調整が施され，内面には頸部は横位に目の細かなハケによる調整を，胴部は斜位に目の大きい
ハケによる調整が施されている。５７は胴部しか残っていないため，頸部の形態は不明であり，下
記のグループに属する可能性も考えられるが，胴部の湾曲状態からこのグループに属するものと
した。内外面とも丁寧にナデ調整が施されており，内面には長径約４�ほどの窪みがある。窪み
の中には細い線が無数に走っており，その中の１本は器壁の中へさらに伸びている。大きさや無
数の線の痕から籾痕と推定される。
　　５８～６１は頸部から胴部にかけて膨らまず，真っ直ぐ伸びていくものである。５８は，頸部の屈曲
が緩やかなものである。外面はハケ目，内面はハケ目及びナデによる調整が施されている。内外
面ともに粗雑な調整である。５９～６１は，頸部の屈曲が５８と比較して強く，内面の稜線がはっきり
しているものである。５９は，外面については胴部に幅約１�程度のヘラ状工具で縦位にケズリが
施され，頸部には縦位にハケ目が残る。内面は横位にハケ目による調整が施されている。６０・６１
は内外面ともにハケ目による調整が施されている。
　　６２～６５は胴部に突帯が付くものである。いずれも突帯の上下をナデて接合させており，刻み目
の付くものである。６２・６３は突帯の高さや幅，刻み目の間隔がほぼ同じものである。６４は刻み目
の間隔は６２や６３とほぼ同じものの，刻みは浅くはっきりとしないものである。６５は他の３つと比
較して刻み目の間隔は広いが，刻みは浅いものである。４つとも摩滅が激しく，特に６２～６４は内
面が欠損している。
　�　底部～脚台（６６～７３）
　　６６～６９は底部から脚台にかけてである。底部と脚台の接合部は，貼り付けの後，緩やかなカー
ブを描くように丁寧に仕上げてある。６６・６７の調整は，外面が縦位のハケ目，内面が６６はナデ調
整，６７は縦位のハケ目による調整である。６８は脚台の接合部が剥がれ落ちたものである。内面に
接合する前に調整したと思われるハケ目が残る。６９は底部と脚台の接合を指頭で行っている。７０
～７３は脚台である。７０・７１は脚台端部が細くなるものである。調整は，外面が縦位のハケ目，内
面が横位のハケ目による調整である。７２は脚台端部が厚みがあるものである。調整は外面が縦位
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第１７図　古墳時代の土器Ⅱ
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及び横位のハケ目，内面は端部付近はナデ調整で底部に近づくにつれハケ目による調整である。
７３は脚部端部が外反するものである。
２　壺形土器（第１８図）
　７４～７６は胴部に刻み目の付く突帯が付くものである。７４・７５は一本の突帯が付くもので，その上
下をナデて接着させている。７６は二本の突帯が付くものである。いずれも摩滅が激しく，内面は欠
損している。
　７７～７９は壺形土器の底部である。７７・７８は若干の平坦面をもつ，安定した丸底である。７９は乳房
状の底部である。
３　高坏形土器（第１８図）
　８０は，高坏形土器の坏部である。脚台は欠損している。調整は外面が底部から頸部にかけて縦位
のハケ目，口縁部は横位のナデ調整を施している。内面は横位及び斜位のハケ目による調整が施さ
れている。内外面とも丁寧に仕上げられており，焼成も良好である。８１・８２は高坏形土器の脚台で
ある。８１は外面がハケ目，内面がケズリによる調整である。８２は精選された粘土を用いており，焼
成も極めて良好である。外面はミガキがみられ，赤色の顔料が塗布されている。

第１８図　古墳時代の土器Ⅲ
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第５表　古墳時代土器観察表
挿図備考脚高底径器高口径胎　土内面調整外面調整色調部位器種注記番号標高（ｍ）層区番号
１６－－（５.６）２４.０石英・輝石ハケハケ・ナデ明褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３３２
１６－－（３.０）－石英ハケナデ暗褐色口縁部甕３２２１０７.９３２ⅢａＩ２４３３
１６－－（８.４）２５.６長石・石英・輝石ハケハケ・ケズリ赤褐色口縁部甕６２０１０７.３６５ⅢａＩ２３３４
１６－－（４.７）－茶粒ハケハケ明褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３３５
１６－－（３.４）－砂粒・角閃石ナデナデ明褐色口縁部甕３３７１０７.７６７ⅡＩ２４３６
１６－－（７.８）３０.２長石ハケ・ナデナデ・ケズリ暗褐色口縁部甕３１８１０８.２１２ⅡＪ２４３７
１６－－（６.２）－輝石ナデナデ暗褐色口縁部甕７４１０６.７５０ⅢａＨ２３３８
１６－－（４.５）－長石・砂粒ハケナデ黒褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２４３９
１６－－（２.８）－長石・輝石ハケナデ黄褐色口縁部甕－－表－４０
１６－－（４.５）－長石・砂粒ハケナデ黒褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３４１
１６－－（２.５）２９.２長石・角閃石ナデナデ暗褐色口縁部甕６２１１０７.８９５ⅢａＩ２４４２
１６－－（１.６）－茶粒ハケナデ黒褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３４３
１６－－（２.８）－石英・長石ナデナデ暗褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３４４
１６－－（２.５）－長石・輝石ハケ・ナデハケ・ナデ明褐色口縁部甕－－ⅢａＬ２２４５
１６－－（１.９）－長石・輝石ナデナデ黄褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３４６
１６－－（３.８）２５.０石英・長石ハケハケ黄褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２４４７
１６－－（３.８）－石英・角閃石ハケハケ黄褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３４８
１６－－（２.９）－茶粒ハケ・ナデナデ褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３４９
１６－－（２.９）－石英・長石ナデナデ明褐色口縁部甕－－Ⅱ－５０
１６－－（３.３）－石英・輝石ナデナデ赤褐色口縁部甕－－ⅢａＩ２３５１
１７－－（４.２）－石英・長石ハケ・ナデハケ暗褐色胴部甕３３３１０７.８１７ⅡＩ２４５２
１７－－（７.８）－石英・輝石・茶粒ハケ・ナデナデ黄褐色胴部甕２４０１０９.３９５ⅢａＬ２２５３
１７－－（４.６）－石英・輝石・角閃石ハケ・ナデナデ黄褐色胴部甕－－ⅢａＫ２２５４
１７－－（６.９）－石英・長石ナデハケ明褐色胴部甕２１７１１０.１６５ⅢａＬ２３５５
１７－－（７.７）－石英・輝石ハケ・ナデハケ黒褐色胴部甕－－ⅢａＩ２２５６
１７籾殻痕－－（４.６）－石英・長石ハケ・ナデハケ・ナデ黒褐色胴部甕６６１０７.７１５ⅢａＩ２４５７
１７－－（５.１）－長石・輝石・砂粒ハケ・ナデハケ暗褐色胴部甕１８３他１０９.６３０ⅢａＬ２２５８
１７－－（６.０）－石英・長石ハケハケ黄褐色胴部甕－－ⅢａＩ２３５９
１７－－（４.７）－石英・輝石ハケ・ナデハケ黄褐色胴部甕－－ⅢａＩ２３６０
１７－－（３.８）－長石・輝石ハケ・ナデハケ・ナデ明褐色胴部甕－－ⅢａＩ２３６１
１７刻目突帯文－－（５.０）－角閃石・長石－ハケ・ナデ黄褐色胴部甕－－ⅢａＨ２３６２
１７刻目突帯文－－（３.７）－石英・輝石－ナデ赤褐色胴部甕－－ⅢａＩ２３６３
１７刻目突帯文－－（２.６）－石英・角閃石・輝石ナデハケ・ナデ明褐色胴部甕－－ⅢａＩ２３６４
１７刻目突帯文－－（３.８）－石英・輝石ナデナデ明褐色胴部甕－－－－６５
１７－－（５.６）－石英・輝石ナデハケ明褐色脚台甕－－ⅢａＩ２４６６
１７－－（４.９）－石英・角閃石・輝石ハケハケ赤褐色脚台甕－－ⅢａＩ２３６７
１７－－（３.４）－長石ナデナデ明褐色脚台甕－－ⅢａＩ２３６８
１７３.２７.４（４.３）－石英・角閃石・輝石ナデナデ橙褐色脚台甕６１７１０７.１４０ⅢａＩ２３６９
１７５.２９.０（５.７）－石英・角閃石・輝石ハケハケ黄褐色脚台甕３２８１０７.９６２ⅢａＩ２４７０
１７－９.２（３.３）－石英・長石ハケハケ黄褐色脚台甕－－ⅢａＪ２４７１
１７－９.８（４.２）－砂粒ハケ・ナデハケ暗褐色脚台甕－－ⅢａＩ２３７２
１７－７.２（２.５）－長石・輝石ナデナデ明褐色脚台甕－－表－７３
１８刻目突帯文－－（４.４）－茶粒－ハケ・ナデ褐色胴部壺－－ⅢａＩ２３７４
１８刻目突帯文－－（１.８）－輝石－ナデ赤褐色胴部壺－－ⅢａＩ２３７５
１８刻目突帯文－－（３.３）－石英・輝石－ナデ赤褐色胴部壺－－ⅢａＩ２３７６
１８－１.８（３.８）－石英・長石ナデハケ黄褐色底部壺－－ⅡＩ２３７７
１８－２.０（３.４）－長石・輝石ナデハケ黄褐色底部壺－－ⅢａＩ２３７８
１８－２.０（５.１）－長石・輝石ナデナデ赤褐色底部壺－－表－７９
１８－－（６.３）２５.６石英ハケ・ナデハケ赤褐色坏部高坏６２３他１０７.７８０ⅢａＪ２３８０
１８－－（９.０）－長石ケズリハケ明褐色脚台高坏１１２１０９.２６０ⅡＬ２３８１
１８赤色顔料塗布－－（９.４）－石英・輝石ケズリナデ・ミガキ赤褐色脚台高坏－－ⅢａＪ２３８２
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第５節　古代の調査
　本遺跡の主体をなす時代である。遺構として土坑１基，集石１基を検出している。遺物は，Ⅱ・
Ⅲａ層より土師器，須恵器，砥石等が出土している。特に土師器は出土数も多く，坏，�，皿など
の食膳具や甕，鉢などの煮炊具など器種も豊富である。また，赤色土器や墨書土器の出土数の多さ
なども本遺跡の特徴である。
１　検出遺構（第１９・２０図）
　検出された遺構は，土坑１基，集石１基であった。検出された遺構の数も少なく，ピットや建物
跡なども検出されなかったため，人々の生活根拠地であった可能性は低いと考えられる。
　�　土坑（第２０図）
　　Ｉ－２２区から土坑が１基検出された。検出面はⅢａ層上面である。長径は１４４�，短径は１０８�，
深さは２１�であり，平面形は楕円形である。下面にはさらに長径２４�，短径１９�のピットが見ら
れる。埋土は２層に分層でき，上層は暗茶褐色砂質土，下層は暗黄褐色砂質土である。また，こ
の２層の埋土を南北に分断するように，土坑のほぼ中央部に黒色土と黄褐色土の混土が縦方向に
入っている。これは樹痕によるものと推定される。下層の埋土中より，土師器の破片が１点出土
している。炭化物や焼土などは検出されなかった。
　�　集石（第２０図）
　　集石はＩ－２２区のⅢａ層で検出された。軽石が３８個，安山岩が６個，砂岩が１個の計４５個で構
成されており，掘り込みは捉えられなかった。１個あたりの重量は，軽石が平均２６１�，安山岩
が平均２６５�，砂岩が２０５�であったが，大きさにばらつきがあり，軽石では最大で１３５４�，安山
岩では１５６９�であった。全体的に熱を受けたものと思われ，軽石では表面が赤く変色しているも
のが２６個，表面が黒く変色しているものが３個，安山岩では表面が赤く変色しているものが４個
であった。また，熱を受けた影響なのか非常に脆くなっており，軽石の中には触れるだけで崩れ
ていくものもあった。軽石では検出された３８個のうち，同一個体と考えられるものがいくつかあ
り，使用中あるいは破棄された後に破損した可能性が考えられるが，接合はできなかった。安山
岩についても検出された６個のうち３個は同一個体のもので，実際は４個であったと考えられる。
そのため検出された個数は４５個であったが，実際の個数はもっと少なかったものと考えられる。
焼土や炭化物などは検出されなかったため，この場所で使用されたかは不明である。また，土坑
と非常に隣接しているため，何らかの関係があるものと考え，古代の集石と推定したが，検出し
たⅢａ層は縄文時代や古墳時代の遺物も出土しており，古代より古くなる可能性も考えられる。
２　出土遺物
　古代の遺物としては，Ⅱ・Ⅲａ層から土師器，須恵器，砥石が出土した。出土状況はＧ～Ｌ－２２
区の南北方向に集中し，東西の斜面部に近づくにつれ出土数が少なくなるという傾向がみられる。
この傾向は，黒色・赤色・墨書土器も同様であった。土坑や集石が検出されたＩ－２２区やＪ－２２区
が最も出土量が多いため，遺構との関連も考えられる。
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第１９図　遺構位置図
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第２０図　土坑・集石
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第２１図　遺物出土状況（古代）Ⅰ
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第２２図　遺物出土状況（古代）Ⅱ
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　�　土師器（第２３図～第３５図）
　　土師器の坏，�，皿，鉢，甕や黒色・赤色・墨書土器なども出土している。
　　①　坏（第２３・２４図）
　　　高台をもたず，平底の土師器を「坏」とした。円盤状の底部をもつ土師器も坏とした。口縁
部や体部まで残っているものが少なかったため，体部や底部の形態などにより４種類に分類し，
底部しか残存していないものについては，底部だけで分類した。

　　Ⅰa類（８３～９３）
　　　平底で底部から体部にかけておおむね真っ直ぐに伸び，体部外面下端に丁寧なナデ調整やケ
ズリが施され，底部から体部にかけての立ち上がりがなだらかになっているものである。

　　　８３～８７は底径が６．５～７．０�のものである。８３・８４は体部が大きく外傾するものである。とも
に口径は１４．６�である。回転台を使った横ナデの調整痕が段々に残っている。８３は体部外面下
端がナデ調整によりなだらかな立ち上がりとなっている。外底は回転ヘラ切り痕が残り，器壁
は底部中央ほど薄く，底部端部では厚くなっている。全体的に丁寧な調整が施されている。８４
は外底はヘラによる切り離し痕がそのまま残り，体部外面下端は簡単なナデ調整が施されてい
るものの粗雑であり，全体的な調整も粗雑である。８５・８６も体部が大きく外傾し，口径が広く
なると推定されるものである。体部外面下端はともにナデ調整が施されている。８５は８３と同様
に器壁が底部中央部ほど薄く底部端部は厚くなっている。外面はともに横ナデの調整痕が残っ
ているものの，８５は粗雑な調整であるが，８６は丁寧な調整が施され，焼成も良好である。８７は
体部が若干外傾するものである。外底は回転ヘラ切り痕が明瞭に残っている。

　　　８８～９３は底径が５．５～６．２�のものである。８８～９１は回転ヘラ切りによるものである。体部は
あまり開かず，真っ直ぐ伸びるもので，体部外面下端はいずれもナデ調整によってなだらかに
仕上げられている。８８は回転ヘラ切り痕が明瞭に残るが，８９～９１は回転ヘラ切りの後，ナデ調
整によって多少整えられている。９２・９３は体部が若干外傾し，ヘラ切りによる切り離しのもの
である。９２は体部外面下端にナデ調整が加えられてはいるものの，粗雑である。９３は体部外面
下端がヘラによるケズリの調整が施されている。

　　Ⅰb類（９４～９８）
　　　平底で底部から体部にかけておおむね真っ直ぐに伸び，体部外面下端に簡単なナデ調整が施
されるものの，底部から体部にかけての立ち上がりに段が付くものである。体部の開きはさほ
ど開かず，真っ直ぐ伸びていくものである。９４は体部外面の中央部に調整の際にできたと思わ
れる１本の筋が入っている。全体的に粗雑な調整で，底部外面端部にはみ出した粘土塊がその
まま残っている部分とナデ上げている部分とある。外底はヘラによる切り離しである。９５～９８
は外底が回転ヘラ切りによる切り離しのものである。９５・９６は底部外面端部にはみ出した粘土
塊をヘラによって削り取っており，９７・９８ははみ出した粘土塊を体部へナデ上げている。

　　Ⅱa類（９９～１０２）　　
　　　平底で体部が丸みをもち，体部外面下端に丁寧なナデ調整やケズリが施され，底部から体部
にかけての立ち上がりがなだらかになっているものである。９９～１０１は外底がヘラ切りによる
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第２３図　土師器（坏Ⅰ）
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ものである。体部外面下端はいずれもナデ調整によりなだらかになっている。９９は体部が丸み
をもち，口縁部が外反するものである。内外面とも丁寧にナデ調整が施され，焼成も良好であ
る。１００は他と比較して器壁が薄い。体部と底部の器壁の厚さがほぼ同じであり，調整も丁寧
である。１０１は外面に煤が付着している。割口に煤が付着していないことから，破棄される以
前あるいは割れる前に煤が付着したものと考えられる。１０２は外底に回転ヘラ切り痕が残るも
のである。底部の器壁が中央部になるにしたがい薄くなっている。

　　Ⅱb類（１０３～１０６）
　　　平底で体部が丸みをもち，体部外面下端に簡単なナデ調整が施されるものの，底部から体部
にかけての立ち上がりに段が付くものである。１０３は外底をヘラによる切り離し後，ヘラによ
りさらに調整を施しているものである。体部の内外面には回転台を使った横ナデの調整痕が
段々に残っている。１０４～１０６は回転ヘラ切りによる切り離しの後，ナデによりさらに調整を施
している。はみ出した粘土塊はヘラで削り取っている。いずれも底部中央部ほど器壁が薄く
なっている。

　　底部（第２４図）
　　　前述したⅠ・Ⅱ類の底部と推定されるが，体部が欠損しているため口縁部から体部の形態が
不明なものである。底部から体部にかけての形態によって３種類に分けることができる。

　　　１０７～１１７は体部外面下端に丁寧なナデ調整やケズリが施され，底部から体部にかけての立ち
上がりがなだらかなものである。１０７・１０８は底径が７．０�のものである。ともに外底を回転ヘ
ラ切りで切り離し，ナデ調整を施している。底部端部のはみ出した粘土塊は，ヘラによって削
り取られている。１０９～１１４は底径が６．０�以上７．０�未満のものである。１０９はヘラによる切り
離しである。底部内面中央部が盛り上がっている。１１０～１１２は回転ヘラ切りによる切り離しで
ある。１１３・１１４は回転ヘラ切りの後，外底をナデによる調整を施している。１１５～１１７は底径が
５．０�以上６．０�未満のものである。１１５・１１６は回転ヘラ切りによるものである。１１７は回転ヘ
ラ切りの後，外底をナデによる調整を施している。底部内面中央部が盛り上がっている。

　　　１１８～１２８は体部外面下端に簡単なナデ調整が施されるものの，底部から体部にかけての立ち
上がりに段が付くものである。１１８・１１９は底径が７．０�のものである。ともに回転ヘラ切りに
よるもので底部の器壁が中央部ほど薄くなっている。１２０・１２１は底径が６．４�のものである。
ともに回転ヘラ切りによるもので底部の器壁が中央部ほど薄くなっている。１２０は底部端部の
はみ出した粘土塊を体部へナデ上げている。１２１と比較して底部から体部の器壁が厚く，焼成
も良好である。１２１は摩滅が激しい。１２２～１２７は底径が５．０�以上６．０�未満のものである。
１２２・１２３は回転ヘラ切りによるもので，底部の器壁がほぼ同じ厚みを呈しているものである。
１２２・１２３は底部端部のはみ出した粘土塊をナデによる調整を施しているが，１２４はヘラによっ
て削り取っている。１２５～１２７は回転ヘラ切りによるもので，底部中央部の器壁が薄くなってい
るものである。いずれも底部端部から体部にかけての立ち上がりを横位のナデ調整によって整
えている。１２５は摩滅が激しい。１２８は底径が５．０�未満と推定されるものである。残存部が少
なく，摩滅も激しいため，不明なことが多い。そのため，底部の形態から円盤状の底部を有す
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るものに属する可能性も考えられる。
　　　１２９～１３１は円盤状の底部を有するものである。いずれも回転ヘラ切りによるものである。
　　１２９は体部が丸みをもつものと推定されるものである。１３０は底部から体部への立ち上がりが大
きく外傾し，器壁も薄くなっているので皿の可能性も考えられる。１３１は底径も小さく器壁も
薄いため，小坏の可能性も考えられる。

第２４図　土師器（坏Ⅱ）
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　　②　�（第２５図）
　　　高台がついている土師器を「�」とした。体部や底部及び高台の形状により４種類に分類し，

底部しか残存していないものについては，底部だけで分類した。
　　Ⅰa類（１３２～１３８）
　　　体部が直線的に伸びるもので，高台がハの字状に開くものである。１３２・１３３は底部の器壁が
薄いものである。ともに高台の貼り付けの後，基部にナデ調整を施しており，明瞭な稜線をも
つ。底部外面はヘラで平らに調整している。１３２は高台から体部への貼り付け部の調整が粗雑
で，凸凹している。体部から口縁部にかけての調整も横位のナデ調整が施されてはいるものの
粗雑で，口縁部に歪みがみられる。高台端部は平たくなっている。１３３は高台貼り付け後の調
整が丁寧に施されている。高台端部は丸まっている。１３４～１３８は底部の器壁が厚いものである。
１３４は高台貼り付け後のナデ調整によって体部下端に段をもつ。高台端部は平たくなっている。
１３５～１３７は高台の貼り付けが丁寧で，体部にかけてなだらかに伸びているものである。いずれ
も高台端部は丸まっている。１３６・１３７は内外面ともに丁寧なナデ調整が施され，焼成も良好で
ある。１３６の外面には煤が付着している。１３８は高台が薄く，先細りするものである。高台貼り
付け後のナデ調整によって体部下端に段をもつ。高台端部の形状は不明である。体部は回転台
使用による横位のナデ調整痕が段々に残っている。内外面とも丁寧な調整が施されている。

　　Ⅰb類（１３９・１４０）
　　　体部が直線的に伸びるもので，高台は開かず真っ直ぐ伸びるものである。１３９は高台端部が

平たくなっているものである。高台の貼り付けは丁寧にナデ調整が施され，体部にかけてなだ
らかに伸びている。１４０は高台端部が丸まるものである。高台の貼り付け部に明瞭な稜線がみ
られる。体部から口縁部にかけては丁寧にナデ調整が施されているが，底部内面の調整はやや
粗雑である。

　　Ⅱa類（１４１～１４３）
　　　体部が丸みをもつもので，高台がハの字に開くものである。１４１・１４２は底部の器壁が薄いも
のである。ともに高台の貼り付け後に丁寧なナデ調整を施しており，明瞭な稜線をもつ。高台
端部は丸まっている。１４１は体部から口縁部にかけて内外面ともに丁寧なナデ調整が施され，
体部下部から体部上部まで器壁の厚さはほぼ同じである。１４２は体部の器壁が厚く，口唇部で
は細くなり，若干外反している。底部外面はナデ調整により平たく整えている。１４３は底部の
器壁が厚く，高台端部が平たくなっているものである。全体的に丁寧なナデ調整が施され，焼
成も良好である。口唇部では細くなり，若干外反している。

　　Ⅱb類（１４４～１４６）
　　　体部が丸みをもつもので，高台があまり開かないものである。１４４・１４５は底部の器壁が薄い
ものである。１４４は高台貼り付け後のナデ調整が丁寧で，高台から体部にかけてなだらかに伸
びる。焼成も良好である。１４５は高台を途中から折り曲げて真っ直ぐ下に伸ばしている。高台
貼り付け後の調整はナデによって施され，ヘラ状工具によってはみ出した粘土塊を削り取った
痕跡がみられ，体部から高台の境にはヘラケズリによってできた細い溝が残っている。高台端



－４３－

第２５図　土師器（�）
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部の形状は不明である。１４６は精選された粘土を用いており，ナデ調整によってできた細い稜
線が明瞭に残る。焼成も良好である。

　　底部（１４７～１５８）
　　　前述したⅠ・Ⅱ類の底部と考えられるものである。口縁部から体部にかけて欠損しているた
め，体部の形状は不明である。底部及び高台の形態により２種類に分けることができる。

　　　１４７～１５４はハの字状に開く高台をもつものである。１４７・１４８は高台端部が平たくなっている
ものである。１４７は底部の器壁が薄いものである。底部外面は高台貼り付けの際に丁寧な調整
が行われており，内側が窪んでいるが，中央部は調整されず，盛り上がっている。１４８は１４７よ
り若干底部の器壁が厚いものである。高台も厚く，しっかりしている。高台の貼り付け部は丁
寧にナデ調整が施されている。１４９～１５１は高台端部が丸まるものである。１５０は高台がハの字
に大きく開き，底部外面は高台貼り付けの際にナデ調整によってできた窪みがあり，中央部は
盛り上がっている。１５１は精選された粘土を用いており，調整及び焼成ともに良好である。１５２
～１５４は高台端部が細く尖るものである。いずれも体部から高台にかけての境には明瞭な稜線
が残り，底部外面はナデ調整によって平たく整えられている。

　　　１５５～１５８は柱状の充実高台をもつものであり，底部内面中央部が窪むものである。１５５・１５６
は高台から体部にかけての境がなだらかなものである。１５５は体部が丸みをもつものと推定さ
れる。底部外面は荒いナデ調整が施されている。１５６は底部外面が回転ヘラ切りの後，丁寧な
ナデ調整が施されている。１５７・１５８は高台から体部にかけての境が窪んでいるものである。
１５７は高台外面に指頭痕が残る。底部外面は丁寧なナデ調整が施されている。１５８は底部外面を
ナデ調整した後，はみ出した粘土塊をナデ上げている。

　　③　坏・�の口縁部（第２６図）
　　　口縁部から体部しか残存しておらず，底部の形状が不明であるため，坏か�の区別ができな
かったものである。体部の形状により大きく２種類に分けることができ，体部の傾きや口径な
どによってさらに細分した。

　　　１５９～１６０は底部から体部の立ち上がりが大きく外傾しながら直線的に伸びるものである。
１５９は口径が１５�を超える大型のものと推定される。残存している体部の形状から，下部が屈
曲しているため，すぐ底部になると思われ，口径の大きさの割には器高は低いものであると推
定される。１６０は口縁部が外反するものである。

　　　１６１～１６７は底部から体部の立ち上がりが外傾しながら直線的に立ち上がるものである。１６１
～１６３は口径が１３�以上１４�未満のものである。１６１・１６２は内外面とも丁寧なナデ調整が施さ
れ，焼成も良好である。１６３は口縁部が若干外反している。調整は丁寧に施されているが，焼
成は今ひとつである。１６４～１６７は口径が１２�以上１３�未満のものである。１６４は口縁部から体
部にかけての外面に煤が付着しており，灯明の可能性が考えられる。１６５・１６６は体部下部の形
状及び器壁の厚さから，すぐ底部へつながっていくと推定され，器高は低いと考えられる。
１６５・１６７はヨコナデ痕が段々に残っている。

　　　１６８～１７６は体部が丸みをもつものである。１６８・１６９は口径が１４�のものである。１６８は口縁
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部が若干外反している。ともに摩滅が激しい。１７０・１７１は口径が１３．０�以上１３．５�未満のもの
である。ともに摩滅を受けているが，１７０は特にひどく，外面の調整痕がほとんど残っていな
い。１７２～１７４は口径が１２�以上１３�未満のものである。１７２・１７３は口縁部が若干外反するもの
である。１７２は丁寧なナデ調整が施され，外面には横位のナデ調整痕が段々に残っている。焼
成も良好である。１７４は他と比較して底部から体部にかけての立ち上がりが大きく外傾するも
のである。１７５・１７６は口径が小さいものである。１７５は１０．６�，１７６は８．８�で，口縁部が若干
外反する。ただし，１７６は復元径で残存部が１／１２しかないため，誤差が大きいと思われる。
ともに口縁部の内外面に煤が付着しており，灯明の可能性が考えられる。

第２６図　土師器（坏・�の口縁部）
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　　④　皿（第２７図）
　　　口径と比べて器高の低いものや底部から体部にかけての立ち上がりが大きく外傾するものを
皿とした。１７７は高台付皿である。体部が大きく外傾しながら直線的に伸び，口縁部で若干外
反する。口縁部は歪みがあり，楕円形に近い形になっている。内外面とも横位のナデ調整痕が
段々に残る。底部外面は高台貼り付け後，丁寧にナデ調整が施され，平坦に整えられている。
１７８・１７９は底部が残存していないため，高台の有無は不明である。ともに体部が直線的に伸び，
回転台を使った横位のナデ調整痕が明瞭に残る。１７８は焼成も良好である。

　　⑤　鉢（第２７図）
　　　１８０～１８３は器壁が厚いもので，頸部内面の稜線が明瞭に残り，甕に近いタイプのものである。
　　１８０・１８１は口縁部が外反し，胴部が膨らむものである。外面はともにナデ調整が施され，内面
は口縁部がナデ，頸部の稜線から胴部は，１８０は斜位及び横位のケズリ，１８１は横位のケズリが
施されている。１８２・１８３は口縁部が僅かに外反するもので，胴部は膨らまないものである。と
もに外面はナデ調整を，内面はナデ及び斜位のケズリが施されている。１８０・１８２は胴部の器壁
が口縁部と比較して若干薄くなっている。

　　　１８４は器壁が薄く，胴部が直線的に伸びるものである。内外面とも横位のナデ調整が施され
ている。口縁部は若干外反し，口唇部は丸まっている。

　　⑥　甕（第２８～３０図）
　　　甕は底部まで復元できたものがないため，口縁部及び胴部の形態により７種類に分類した。
　　Ⅰ類（１８５～１８７）
　　　胴部が丸みを帯びながら膨らみ，頸部で内湾し，口縁部が逆Ｌ字状に大きく外反するもので
あり，頸部内面には明瞭な稜線が残っているものである。いずれも器壁が口縁部では厚く，胴
部では薄くなるものである。１８５は外面に横位のナデ調整の他，縦位のハケ目による調整痕も
みられ，内面は口縁部は横位のナデ調整，稜線より下部では斜位のケズリが施されている。胴
部上位から口縁部にかけて煤が付着している。１８６・１８７は外面が横位のナデ調整，内面が口縁
部が横位のナデ調整，稜線より下部では斜位のケズリが施されている。口唇部は１８５・１８６は丸
まるのに対し，１８７は平たくなっている。

　　Ⅱ類（１８８・１８９）
　　　胴部が丸みを帯びながら膨らみ，頸部で内湾し，口縁部が「く」の字に外反するものである。
頸部内面には明瞭な稜線が残っており，器壁は口縁部から胴部までほぼ同じ厚さと推定される。
口唇部はともに細く丸まっている。調整は外面が横位のナデ調整，内面は稜線より上部ではナ
デ調整，下部ではケズリが施されている。

　　Ⅲ類（１９０～１９２）
　　　胴部が丸みを帯びながら膨らみ，頸部で内湾し，口縁部が「く」の字に外反するもので，頸
部内面に明瞭な稜線がないものである。１９０は口唇部が三角状を呈し，外面が横位のナデ調整，
内面が口縁部から頸部にかけてナデ調整，胴部は縦位のケズリが施されている。内外面とも丁
寧な調整が施されており，焼成も良好である。１９１は口唇部が平たくなっており，１９２は丸まっ
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第２７図　土師器（皿・鉢）
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第２８図　土師器（甕Ⅰ）
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ている。ともに調整は外面がナデ，内面は口縁部から頸部までナデ調整，胴部は斜位のケズリ
が施されている。

　　Ⅳ類（１９３～１９７）
　　　胴部が頸部まで直線的に伸び，口縁部で外反するものである。比較的胴部が長くなると推定
される。１９３は口縁部が逆Ｌ字状に外反するもので，口唇部が丸まるものである。器壁が胴部
中位で若干薄くなると推定される。調整は外面がナデ調整，内面が胴部上位にある稜線より上
がナデ調整，下が斜位のケズリを施している。１９４～１９６は口縁部が「く」の字に外反するもの
である。いずれも頸部内面に明瞭な稜線がないものである。器壁は口縁部から胴部までほぼ同
じ厚さであり，口唇部は１９４は丸まっており，１９５・１９６は三角状を呈している。調整は外面が
ナデ調整，内面がケズリが施されているが，１９６の内面はケズリの後，ナデ調整が施されてい
る。１９７は口縁部が逆Ｌ字に外反するものである。胴径が小さく，比較的胴部が短いものと推
定される。そのため，Ⅶ類に分類される可能性も考えられる。調整は外面がナデ調整，内面は
胴部上位から口縁部にかけてナデ調整が施され，胴部は斜位のケズリが施されている。口唇端
部もナデ調整が施され，平坦面が作り出されている。

　　Ⅴ類（１９８・１９９）
　　　胴部が僅かに開きながら伸び，胴部上位で開きが止まり頸部まで真っ直ぐに伸び，口縁部で
外反するものである。いずれも口唇部は丸まっており，調整は外面が横位のナデ調整，内面は
口縁部がナデ調整，胴部はケズリが施されている。１９８は摩滅が激しい。

　　Ⅵ類（２００～２０３）　
　　　胴部が開きながら伸び，口縁部で外反するものである。口縁部が短く，また胴部も比較的短
くなるものと推定される。２００は頸部外面にハケ目が残り，内面にはケズリを施した後，ナデ
による調整が施されている。口唇端部はナデ調整が施され，平坦面が作り出されている。
２０１・２０２は口唇部が丸まるものである。ともに頸部内面に明瞭な稜線がみられ，外面は横位の
ナデ調整，内面は稜線より上部はナデ調整，下部はケズリが施されている。２０３は口縁部をナ
デによる調整を施した後，指頭によって再度調整されたと思われ，口縁部から口唇部にかけて
凸凹している。調整は粗雑であるが，焼成は良好である。

　　Ⅶ類（２０４～２０８）
　　　口径が２０�以下で，比較的小型の甕と推定されるものである。２０４～２０７は口縁部が短く，若
干外反するもので，頸部内面の稜線が明瞭に残るものである。器壁は胴部が薄くなると推定さ
れる。いずれも外面はナデ調整，内面は稜線より上部はナデ調整，下部はケズリが施されてい
る。２０４・２０５は口唇端部が薄く尖っている。２０６・２０７は口唇端部が丸まっているものである。
２０８は頸部内面の稜線が明確ではなく，器壁も口縁部から胴部までほぼ同じ厚さのものである。
調整は外面がナデ調整，内面はケズリが施されている。外面全体に煤が付着している。
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第２９図　土師器（甕Ⅱ）
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第３０図　土師器（甕Ⅲ）

第６表　古代遺物（土師器）観察表Ⅰ
挿図備考高台高底径器高口径胎　土内面調整外面調整内面色調外面色調器種注記番号標高（ｍ）層区番号
２３－６.６５.８１４.６長石，輝石ナデナデ淡黄色淡黄色坏４９９１０７.７８０ⅢａＩ２２８３
２３－６.５５.４１４.６角閃石ナデナデ黄橙色黄橙色坏７９１０７.０４０ⅢａＪ２２８４
２３－６.６（４.３）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏５２７他１０７.６５０ⅢａＩ２２８５
２３－６.８（３.３）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏－－表－８６
２３－７.０（２.５）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏４９２１０７.３９０ⅢａＩ２３８７
２３－６.０５.２１２.２角閃石ナデナデ黄橙色黄橙色坏６３５１０７.３４０ⅢａＪ２３８８
２３－６.２５.０１２.４石英ナデナデ浅黄橙色黄橙色坏２２１０６.８３９ⅡＨ２３８９
２３－６.０５.２１２.６輝石，茶粒ナデナデ浅黄橙色橙色坏６４１０６.７３０ⅢａＨ２３９０



－５２－

挿図備考高台高底径器高口径胎　土内面調整外面調整内面色調外面色調器種注記番号標高（ｍ）層区番号
２３－５.５（４.６）－石英，角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＩ２２９１
２３－６.０（３.６）－石英ナデナデ，ケズリ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＩ２３９２
２３－６.２（２.８）－石英，輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏６１３１０７.２２５ⅢａＩ２３９３
２３－６.７４.８１２.２長石ナデナデ橙色橙色坏６１４１０７.２７０ⅢａＩ２３９４
２３－７.２（３.２）－石英，茶粒ナデナデ，ケズリ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＩ２３９５
２３－５.７（３.８）－輝石ナデナデ，ケズリ明黄褐色明黄褐色坏－－ⅢａＪ２３９６
２３－６.０（４.０）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅡＪ２２他９７
２３－６.２（３.２）－輝石ナデナデ灰黄褐色灰黄褐色坏４８１０６.８５７ⅢａＨ２２９８
２３－５.３４.９１２.２輝石ナデナデ明赤褐色明赤褐色坏２２１他１０９.６７０ⅢａＫ２３他９９
２３－７.０（３.１）－茶粒ナデナデにぶい黄橙色にぶい黄橙色坏－－－－１００
２３外面煤付着－５.０（２.６）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏４８７１０８.３３５ⅡＪ２２１０１
２３－７.０（２.４）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏４３０１０７.４００ⅡＩ２２１０２
２３－６.３４.９１２.６石英，茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏７５他１０６.７７０ⅡＨ２２他１０３
２３－６.４４.９１３.０茶粒ナデナデ，ケズリ橙色浅黄橙色坏５９２他１０７.１７５ⅢａＩ２２他１０４
２３－５.４（４.７）－石英，輝石ナデナデ，ケズリ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＩ２３他１０５
２３－６.６（３.６）－石英ナデナデ，ケズリ浅黄橙色浅黄橙色坏４２１０７.２７９ⅡＨ２２１０６
２４－７.０（２.３）－石英ナデナデ，ケズリにぶい黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＩ２３１０７
２４－７.０（１.９）－長石ナデナデ，ケズリ浅黄橙色浅黄橙色坏４８８１０８.５０５ⅡＫ２２１０８
２４－６.８（１.７）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏３９８１０７.４０７ⅡＩ２３１０９
２４－６.８（２.１）－石英ナデナデ褐灰色浅黄橙色坏－－ⅡＩ２２１１０
２４－６.２（１.７）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＨ２３１１１
２４－６.２（１.９）－長石ナデナデ橙色浅黄橙色坏２０１０７.１６４ⅡＩ２３１１２
２４－６.４（２.６）－長石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏６０３１０７.１２０ⅢａＩ２２１１３
２４－６.０（２.１）－茶粒ナデナデ，ケズリにぶい黄橙色にぶい黄橙色坏７２１０６.８６５ⅢａＨ２３１１４
２４－５.８（１.８）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅢａＩ２３１１５
２４－５.０（１.２）－石英，角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏５５５１０７.４９０ⅢａＪ２２１１６
２４－５.６（１.６）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏５６８１０７.２３５ⅢａＩ２３１１７
２４－７.０（２.５）－輝石ナデナデ褐灰色浅黄橙色坏４０１０６.９６４ⅡＨ２２１１８
２４－７.０（１.９）－石英，輝石ナデナデ黄橙色黄橙色坏４５１１０７.９１０ⅡＪ２２１１９
２４－６.４（２.２）－角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏４７４他１０７.６５５ⅢａＪ２３１２０
２４－６.４（１.６）－輝石ナデナデ黄橙色黄橙色坏－－Ⅲａ－１２１
２４－５.７（２.１）－輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏４８６１０７.８６０ⅢａＪ２３１２２
２４－５.４（１.８）－石英，角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏－－ⅡＩ２２１２３
２４－６.０（２.３）－輝石ナデナデ，ケズリ浅黄橙色浅黄橙色坏７１１０６.９８５ⅢａＩ２２１２４
２４－５.７（１.５）－茶粒ナデナデ黄橙色浅黄橙色坏－－ⅡＩ２２１２５
２４－５.４（２.１）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏５７９１０７.１９０ⅢａＩ２２１２６
２４－５.２（１.８）－長石ナデナデ淡黄色淡黄色坏３０２１０７.８７７ⅡＩ２２１２７
２４－４.１（１.５）－茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏５９１０７.０１５ⅢａＨ２２１２８
２４－５.４（２.３）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏６０７１０７.０８０ⅢａＩ２３１２９
２４－６.０（２.０）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏４９３１０７.４１０ⅢａＩ２３１３０
２４－４.８（１.８）－石英ナデナデ淡黄色淡黄色坏－－ⅡＩ２２１３１
２５０.９８.０６.６１４.７茶粒ナデナデ橙色橙色�６０５他１０７.１００ⅢａＨ・Ｉ２２１３２
２５１.１７.６（３.３）－赤色粒ナデナデ明黄褐色明黄褐色�５４２１０７.５６０ⅢａＪ２３１３３
２５１.２６.６（５.０）－輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色�１６５１０９.５７０ⅢａＬ２２１３４
２５０.９６.４（３.２）－茶粒ナデナデ明黄褐色明黄褐色�９１０６.４５６ⅡＧ２３１３５
２５外面煤付着１.２６.９５.９１２.５茶粒ナデナデ明赤褐色明赤褐色�４７８１０７.６３０ⅢａＪ２３１３６
２５０.９６.２５.５１２.４石英ナデナデにぶい橙色にぶい橙色�４７６他１０７.５６５ⅡＪ２３１３７
２５－－（６.１）１８.２石英，輝石ナデナデにぶい橙色にぶい橙色�－－ⅢａＩ２３１３８
２５１.０６.８（４.２）－石英ナデナデにぶい黄橙色にぶい黄橙色�－－ⅡＪ２２１３９
２５１.３６.４５.８１２.７長石ナデナデ明赤褐色明赤褐色�３０１０６.９５４ⅡＨ２２１４０
２５１.１７.２５.７１３.３茶粒ナデナデ淡橙色淡橙色�１９１０７.１６４ⅡＨ２３１４１
２５完形１.０７.８６.１１３.２石英，輝石ナデナデにぶい黄橙色にぶい黄橙色�４１０６.２５１ⅢａＧ２２１４２
２５１.１６.４５.６１３.２石英ナデナデ橙色橙色�４５０１０７.７９０ⅡＪ２２１４３
２５１.３６.８（３.６）－長石ナデナデ明黄褐色橙色�１０４１０９.８８５ⅡＩ・Ｌ２１１４４
２５－－（２.５）－輝石ナデナデ淡黄色淡黄色�－－Ⅱ－１４５
２５１.３６.４（２.８）－石英ナデナデ黄橙色赤褐色�５３６１０８.１１０ⅢａＫ２２１４６
２５０.９７.８（１.８）－角閃石ナデナデ淡黄色淡黄色�－－Ⅱ－１４７
２５１.２６.４（２.２）－石英ナデナデ淡黄褐色淡黄褐色�３９１１０８.３７７ⅡＪ２１１４８

第７表　古代遺物（土師器）観察表Ⅱ



－５３－

挿図備考高台高底径器高口径胎　土内面調整外面調整内面色調外面色調器種注記番号標高（ｍ）層区番号
２５１.０６.２（２.０）－石英ナデナデ橙色橙色�４２９１０７.５５０ⅡＩ２２１４９
２５１.１７.４（１.９）－石英ナデナデ明黄褐色橙色�２９１０６.９９４ⅡＨ２２１５０
２５１.０６.６（２.４）－輝石ナデナデ灰褐色灰褐色�１０１０６.３８１ⅡＧ２２１５１
２５０.９７.６（２.４）－輝石ナデナデ淡黄橙色淡黄橙色�－－ⅢａＪ２２１５２
２５１.０７.４（１.８）－輝石ナデナデ淡黄色淡黄色�－－Ⅱ－１５３
２５１.２７.６（２.０）－石英ナデナデ淡黄褐色淡黄褐色�７１０６.７７１ⅡＨ２３１５４
２５充実高台０.６６.２（３.２）－石英ナデナデにぶい黄橙色褐灰色�３９２１０８.３９７ⅡＪ２１１５５
２５充実高台０.８５.８（２.０）－長石ナデナデにぶい黄橙色にぶい黄橙色�３４４他１０８.６６７ⅡＪ２１１５６
２５充実高台０.６６.８（１.７）－輝石ナデナデ淡黄褐色淡灰色�３９０１０８.３１７ⅡＪ２２１５７
２５充実高台０.８５.８（２.０）－長石ナデナデ灰褐色灰褐色�４３２１０７.３２０ⅡＩ２２１５８
２６－－（４.４）１５.８角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�１７７他１０９.２４０ⅢａＬ２３１５９
２６－－（３.０）１３.６茶粒ナデナデ暗褐色暗褐色坏か�５２１１０７.５４０ⅢａＩ２２１６０
２６－－（５.０）１３.６長石ナデナデ黄橙色黄橙色坏か�５１２１０７.７２５ⅢａＪ２２１６１
２６－－（３.９）１３.２長石ナデナデ淡橙色淡橙色坏か�－－ⅢａＫ２２１６２
２６－－（３.３）１３.０石英ナデナデ橙色橙色坏か�５０３１０７.７８０ⅢａＪ２２１６３
２６口縁部煤付着－－（２.８）１２.２輝石ナデナデ橙色橙色坏か�５３１０６.９３２ⅡＨ２２１６４
２６－－（４.０）１２.４茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�５０４１０７.７５０ⅢａＩ２２１６５
２６－－（３.７）１２.４石英ナデナデ浅黄色浅黄色坏か�－－ⅢａＬ２２１６６
２６－－（３.６）１２.４石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�－－ⅢａＫ２２１６７
２６－－（４.２）１４.０角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�１７５１０８.９５０ⅡＫ２３１６８
２６－－（３.７）１４.０輝石ナデナデ淡黄橙色淡黄橙色坏か�－－ⅡＪ２２１６９
２６－－（４.１）１３.２茶粒ナデナデ橙色橙色坏か�－－ⅢａＩ２２１７０
２６－－（４.４）１３.０茶粒ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�６０１１０７.２００ⅢａＩ２２１７１
２６－－（４.７）１２.８輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�３２０１０８.０７７ⅡＪ２４１７２
２６－－（３.２）１２.１輝石ナデナデ黄橙色黄橙色坏か�－－ⅢａＩ２３１７３
２６－－（３.４）１２.６輝石ナデナデ淡黄橙色淡黄橙色坏か�－－ⅢａＪ２２１７４
２６口縁部煤付着－－（２.７）１０.６輝石ナデナデ黄橙色明黄褐色坏か�－－ⅢａＩ２２１７５
２６口縁部煤付着－－（４.４）８.８石英ナデナデ明黄褐色明黄褐色坏か�－－ⅢａＫ２２１７６
２７１.０８.０（３.４）１４.０茶粒ナデナデ淡黄橙色淡黄橙色皿５９１１０７.１００ⅢａＩ２２・２３１７７
２７－－（３.３）１９.０角閃石ナデナデ灰黄色灰黄色皿－－表－１７８
２７－－（３.８）１６.８茶粒ナデナデ浅黄橙色淡橙色皿５４７１０７.４７５ⅢａＪ２２１７９
２７－－（８.０）２９.８石英，角閃石ケズリ・ナデナデ暗褐色赤褐色鉢－－ⅢａＩ２２１８０
２７－－（９.２）２７.８石英，角閃石ケズリ・ナデナデ暗褐色暗赤褐色鉢５０２１０８.０２０ⅢａＪ２２１８１
２７－－（５.３）－石英，長石ケズリ・ナデナデ暗褐色赤褐色鉢４７９１０７.６５５ⅡＪ２３１８２
２７－－（７.０）－輝石，茶粒ケズリ・ナデナデ褐色暗赤褐色鉢６４４１０７.４５０ⅢａＪ２３１８３
２７－－（７.８）２１.８長石ナデナデ淡黄橙色淡黄橙色鉢２１０１０９.８３０ⅢａＫ２２１８４
２８－－（１４.４）２５.９石英，輝石ケズリ・ナデハケ・ナデ黒褐色黒褐色甕２１０６.４７６ⅡＧ２２１８５
２８－－（５.２）３０.６石英，輝石ケズリ・ナデナデ赤褐色褐色甕－－ⅢａＨ２３１８６
２８外面煤付着－－（５.４）２８.４石英，輝石ケズリ・ナデナデ赤褐色赤褐色甕－－Ⅱ－１８７
２８－－（６.２）３０.２石英，長石ケズリ・ナデナデ灰褐色橙色甕１７４他１０９.０２０ⅡＪ・Ｋ２２１８８
２８－－（６.６）２８.８輝石，長石ケズリ・ナデナデ赤褐色赤褐色甕－－ⅢａＩ２３１８９
２８－－（８.３）３４.０角閃石，石英ケズリ・ナデナデ灰黄褐色明褐色甕２８０他１０８.７２７ⅡＪ２１１９０
２８－－（８.７）２８.４石英，長石ケズリ・ナデナデにぶい橙色灰褐色甕－－ⅡＩ２２１９１
２９－－（８.９）２７.４石英，角閃石ケズリ・ナデナデ灰黄褐色明褐色甕５７８他１０８.３５０ⅢａＫ・Ｊ２２１９２
２９煤付着－－（５.５）３３.８石英，輝石ケズリ・ナデナデ黒褐色黒褐色甕－－ⅡＨ２２１９３
２９－－（８.０）３４.０石英，輝石ケズリ・ナデナデ赤褐色赤褐色甕６３２１０７.４５０ⅢａＪ２３１９４
２９－－（７.６）３１.２角閃石，長石ケズリ・ナデナデ橙色橙色甕－－ⅢａＫ２２他１９５
２９－－（６.５）２４.４角閃石，長石ケズリ・ナデナデ灰黄褐色褐色甕３４１１０７.３６７ⅢａＩ２３１９６
２９－－（４.７）２１.６石英，輝石ケズリ・ナデナデ赤褐色暗赤褐色甕６４６１０７.０７０ⅢａＩ２３１９７
２９－－（８.０）３２.４石英ケズリ・ナデナデ赤褐色明黄褐色甕６３９１０６.６２５ⅢａＪ２３１９８
２９－－（７.５）２４.４石英，茶粒ケズリ・ナデナデ明褐色明赤褐色甕５５９１０７.４５５ⅢａＩ２３１９９
３０－－（４.１）３０.８輝石ナデハケ・ナデ赤褐色赤褐色甕－－ⅢａＩ２３２００
３０－－（５.６）３０.８石英，角閃石ケズリ・ナデナデ灰褐色黒褐色甕２４１０６.７６４ⅢａＨ２２２０１
３０－－（４.３）２５.４石英，輝石ケズリ・ナデナデ赤褐色赤褐色甕５４１１０７.５４５ⅢａＩ２３２０２
３０－－（３.５）３１.０角閃石，輝石ケズリ・指頭ナデ・指頭黄褐色赤褐色甕－－ⅢａＩ２３２０３
３０－－（６.６）１６.８輝石，長石ケズリ・ナデナデ赤褐色暗褐色小甕３９４１０８.５５２ⅢａＪ２１２０４
３０－－（４.８）１７.３石英ケズリ・ナデナデ黒褐色赤褐色小甕３７４１０７.２９７ⅢａＩ２３２０５
３０－－（３.８）１９.６角閃石，軽石ケズリ・ナデナデ黒褐色黒褐色小甕－－Ⅱ－２０６
３０－－（２.８）１７.６輝石，長石ケズリ・ナデナデ黒褐色赤褐色小甕－－ⅡＩ２２２０７
３０外面煤付着－－（８.５）１９.６角閃石，輝石ケズリ・ナデナデ黒褐色黒褐色小甕１１１０６.２９６ⅡＧ２２２０８

第８表　古代遺物（土師器）観察表Ⅲ
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第３１図　遺物出土状況（黒色・赤色・墨書土器）



－５５－

　　⑦　黒色土器（第３２図）
　　　黒色土器は，坏，�が出土したが，出土数は少ない。また，内外面黒色化した黒色土器Ｂ類
はなく，内面のみ黒色化した黒色土器Ａ類のみ出土した。出土状況は，Ｉ・Ｊ－２２区に最も集
中している。

　　黒色土器Ａ類　坏（２０９・２１０）
　　　２０９は円盤状の底部を有するもので，体部が丸みをもつものである。底部の切り離しは回転

ヘラ切りで，その後ナデ調整が施されている。内面には横位のミガキが施されている。２１０は
平底の坏である。底部の切り離しは回転ヘラ切りである。内面には横位のミガキが施されてい
るが，全体的に摩滅が激しく，明瞭には残っていない。

　　黒色土器Ａ類　�（２１１～２２３）
　　Ⅰ類（２１１～２１７）
　　　体部が直線的に伸びるものである。２１１～２１６は底部の器壁が薄いものである。２１１・２１２は体
部下端に高台貼り付け後のナデ調整によって段がついている。２１１は内面に放射状のミガキと，
上部に横位のミガキが施されている。２１２は内面に放射状のミガキと体部下部に横位のミガキ
が施されている。高台は短く，高台端部は丁寧に平坦面が作り出されている。２１３は内面のミ
ガキの方向は不明であるが，体部の調整及び高台の貼り付け，高台の調整など丁寧に施されて
いる。高台は長く，高台端部は平たくなっている。２１４・２１６は内面の色調が黄灰色を呈してお
り，完全に黒色燻焼したものではないと推定される。２１４は体部及び高台など丁寧に調整され
ており，高台は長く，高台端部は丁寧に平坦面を作り出している。２１５は内面に横位のミガキ
が施されている。高台はほとんど残存しておらず，形態は不明である。底部外面には，墨の付
着があるが，文字ではない。筆置きあるいは筆先を整える際に使ったものとも推定されるが，
詳細は不明である。２１７は底部の器壁が薄いものである。内面には放射状のミガキが施されて
いる。高台は長く，ハの字状に大きく開いている。高台端部は丁寧に平坦面を作り出している。

　　Ⅱ類（２１８～２２０）
　　　体部が丸みをもつものである。２１８は体部が丸みをもち，口縁部が若干外反するものである。
内面には放射状のミガキが施され，体部外面には回転台を使った横位のナデ調整痕が段々に
残っている。高台はハの字状に開き，高台端部は丸まっている。２１９は内面に放射状のミガキ
が施されている。高台の貼り付け及び高台の調整はとても丁寧で，焼成も良好である。高台端
部は丸まっている。２２０は内面に放射状のミガキと横位のミガキが施されている。とても丁寧
に磨かれており，光沢がある。精選された粘土が使われており，焼成も良好で堅く締まってい
る。

　　底部（２２１～２２３）
　　　Ⅰ類及びⅡ類の底部と考えられるが，体部が欠損しており，その形態は不明であるため，底
部としてまとめた。

　　　２２１は底部や高台の器壁が薄く，内面には放射状のミガキが施されている。２２２・２２３は残存
部が少なく，体部及び高台の形状は不明である。ともに摩滅が激しい。



－５６－

第３２図　黒色土器
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　　黒色土器Ａ類　坏・�の口縁部（２２４～２３２）
　　　２２４～２３２は残存部が体部から口縁部のみであるため，器種は不明である。体部の形態から大
きく２種類に分けることができる。　

　　　２２４～２２８は体部が直線的に伸びるものである。２２５は内面が体部上部及び口縁部は黒色に変
色しておらず，外面と同じ淡黄色を呈している。黒色燻焼がここまで及ばなかったものと推定
されるが，どのような焼成が行われたのかは不明である。２２７・２２８は口縁部が若干外反するも
のである。２２８は他と比較して，器壁が薄い。

　　　２２９～２３２は体部が丸みをもつもので，口縁部が若干外反するものである。２２９は内面が口縁
部のみ黒色を呈し，体部は黄灰色を呈している。口縁部は黒色燻焼が進んだものの，体部まで
はうまく進まなかったと推定される。２３０は内面にミガキが施されているが，その方向は調整
痕が明瞭ではないため不明である。

　　⑧　赤色土器（第３３・３４図）
　　　本遺跡で出土した古代の土師器（坏・�・皿）のうち，約２３％が赤色土器である。他の遺跡
と比較して，赤色土器の割合が多いことが特徴として挙げられる。また，煤が付着しているも
のが７点あり，そのうち口縁部に付着し，灯明の可能性が考えられるものが４点あったことも
特徴として挙げられる。器種としては坏・�・鉢が出土した。出土状況は，他の土師器と同様
にＩ・Ｊ－２２・２３区に集中する傾向がみられた。内外面に赤色の顔料が塗布されているものが
３点で，あとは全て内面のみ赤色の顔料が塗布されているいわゆる内赤土器であった。そのた
め，内外面赤色であるものを赤色土器，内面のみを内赤土器と分類し，さらにその中で細かく
分類した。

　　赤色土器（２３３～２３５）
　　　内外面に赤色の顔料が塗布されたものである。２３３・２３４は体部から口縁部しか残存しておら
ず，器種は不明である。ともに摩滅が激しく，２３４は内面の顔料がほとんど残っていない。２３５
は�であるが，残存部が少なく，体部や高台の形態は不明である。内面は割と鮮やかな赤褐色
を呈しているが，外面は橙色を呈しており，内外面で色に差がある。

　　内赤土器　坏（２３６）
　　　２３６は内赤土器の坏である。赤色の顔料は体部に塗布されており，底部に塗布されていない。
回転ヘラ切りによる切り離しで，体部外面下部にはヘラケズリによって段が付けられている。

　　内赤土器　�（２３７～２５７）
　　Ⅰ類（２３７～２４１）
　　　体部が直線的に伸び，底部の器壁が薄いものである。２３７は体部が直線的に伸び，口縁部で

若干外反する。高台の貼り付けが丁寧で高台と体部の境には明瞭な稜線が残る。高台端部は平
たくなっている。２３８は体部が直線的に伸びるものの，外面は丸みをもつ。高台はハの字に開
き，高台端部は平たくなっている。内面は鮮やかな赤褐色を呈している。２３９は高台があまり
開かず，真っ直ぐ下に伸びる。高台端部は丁寧に平坦面を作り出している。２４２は底部内面に
は煤が付着しており，それを削り取るかのようにヘラ状工具によって削られた痕が残っている。



－５８－

第３３図　赤色土器Ⅰ
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体部内面に顔料が塗布されているが，底部にはみられないため，煤を削り取る際に顔料も削ら
れた可能性も考えられる。体部外面には回転台を使った横位のナデ調整痕が残り，高台と体部
の境には明瞭な稜線が残る。高台は短く，高台端部は丁寧に平坦面を作り出している。２４０・
２４１は高台端部が丸まっているものである。２４０は内面が赤色というよりもむしろ暗褐色に近い
暗赤褐色を呈している。２４１は内面に回転台を使った横位のナデ調整痕が明瞭に残っているが，
外面は摩滅が激しく，調整痕はほとんど残っていない。

　　Ⅱ類（２４３～２４７）
　　　体部が直線的に伸び，底部の器壁が厚いものである。２４３・２４４は高台端部が平坦になってい
るものである。２４３は体部が若干丸みをもち，口縁部で多少外反するものである。高台は短く，
ハの字状に開いている。２４４は体部が直線的に伸び，高台もあまり開かず，真っ直ぐに伸びる
ものである。高台と体部の貼り付けは丁寧なナデ調整が施されている。内面は摩滅が激しく，
特に底部内面は摩滅のため顔料が残っていない。２４５・２４６は高台がハの字状に開き，高台端部
が丸まるものである。２４５は内面に横位のミガキが施されており，色調は赤色というよりむし
ろ橙色に近い赤褐色である。外面は丁寧なナデ調整が施され，焼成も良好である。２４６は高台
貼り付けの際のナデ調整によって段が付いている。全体的に摩滅が激しく，内面の顔料が削ら
れている。２４７は体部が直線的に伸び，口縁部で若干外反するものである。高台貼り付けの際
のナデ調整によって体部下端には段が付いている。高台は残存していないため，形状は不明で
ある。

　　底部（２４８～２５８）
　　　２４８～２５８は�の底部である。Ⅰ類及びⅡ類の底部と推定されるが，体部が欠損しているため，

形態は不明である。高台や底部の形態によって大きく２種類に分けることができる。
　　　２４８～２５２は底部の器壁が薄いものである。２４８・２４９は高台端部に平坦面があるものである。
２４８は高台貼り付けの際のナデ調整によって体部下端に段が付いている。２４９は若干高台が短い
ものである。摩滅が激しく，内面の顔料が所々剥がれ落ちている。２５０～２５２は高台端部が丸ま
るものである。２５０・２５１は高台貼り付けの際のナデ調整によって体部下端に段が付いている。
２５２は高台が若干短いものである。

　　　２５３～２５８は底部の器壁が厚いものである。２５３～２５５は高台端部に平坦面があるものである。
２５３は高台が短く，厚いものである。内面の色調は褐色に近い明赤褐色を呈している。２５４・
２５５は高台が長いものである。２５３の内面は，摩滅が激しく，顔料が剥がれ落ちているところが
多い。２５４の内面は，鮮やかな赤褐色を呈している。２５６・２５７は高台端部が丸まるものである。
ともに高台貼り付けの際のナデ調整が丁寧に施されており，高台から体部にかけての立ち上が
りがなだらかになっている。２５８は高台残存部が少なく，その形状は不明である。体部と高台
との境には明瞭な稜線が残る。内面はミガキが施されており，鮮やかな赤褐色を呈している。
底部外面には黒色土器の２１５と同様に墨が付着しており，筆置きあるいは筆先を整えることに
使った可能性も考えられるが，詳細は不明である。
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　　内赤土器　坏・�の口縁部（２５９～２７９）
　　　底部が残存していないため，坏あるいは�といった器種の区別ができず，口縁部でまとめた。
体部の形態などで大きく２種類に分けることができる。

　　　２５９～２７３は体部が直線的に伸びるものである。２５９は口径が１８．０�あり，本遺跡の坏・�類
の中では最も大きい部類に入る。体部の傾きなどから器高も高いものと推定される。２６０～２６２
は口径が１５．０�以上１６．０�以下のものである。２６０は外面及び口縁部内面に煤が付着しており，
灯明の可能性が考えられる。２６１・２６２は口径が１５．４�のものである。ともに摩滅が激しく，特
に２６２は体部内面下部は顔料が剥がれ落ちているものと思われる。２６３～２６５は口径が１４．０�以
上１５．０�未満のものである。２６３は他と比較して体部が大きく外傾するものである。２６４は体部
が直線的に伸び，口縁部が若干内湾するものである。丁寧にナデ調整が施されており，焼成も
良好である。２６６・２６７は口径が１３．０�以上１４．０�未満のものである。２６６は体部が直線的に伸
び，口縁部が若干外反するものである。摩滅が激しく，内面の顔料が剥がれ落ちているところ
が多い。２６７は体部が大きく外傾しながら直線的に伸びるものである。口縁部内外面に煤が付
着しており，灯明の可能性が考えられる。２６８・２６９は口径が１２．０�以上１３．０�未満のものであ
る。２６８は外面に口縁部から体部にかけて煤の付着があり，また口縁部内面にも煤の付着が見
られることから，灯明の可能性が考えられる。内面の色調は赤色というよりは暗褐色に近い暗
赤褐色を呈している。２７０・２７１は口唇部が丸まり厚みがあるものである。２７０の体部内面下部
には煤が付着している。２７２・２７３は口唇部が薄く，三角状になっているものである。

　　　２７４～２７９は体部が丸みをもつものである。２７４・２７５は口径が１５．０�以上１６．０�以下のもので
ある。ともに口唇部が薄くなっており，内面は摩滅が激しく，顔料が剥がれ落ちている部分が
多い。２７４は口縁部が若干内湾する。２７６・２７７は口径が１４．０�以上１５．０�未満のものである。
ともに口唇部に厚みがある。２７６は口縁部の内外面に煤が付着しており，灯明の可能性が考え
られる。２７８は口唇部に厚みがあるものであり，２７９は薄いものである。２７８は摩滅が激しく，
外面の調整痕がほとんど残っていない。

　　内赤土器　鉢（２８０・２８１）
　　　２８０は体部が直線的に伸び，口縁部で外反するものである。口縁部の内外面に煤が付着して

いる。体部の内外面に横位のナデ調整痕が段々に残っている。焼成も良好である。２８１は体部
が直線的に伸びるものである。体部内面には横位のミガキが施されている。
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第３４図　赤色土器Ⅱ
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　　⑨　墨書土器（第３５図）
　　　墨書土器は全部で３０点出土した。そのうち判読可能なものはあるが，ほぼ半数がとめ・はら
いなど文字の一部であった。器種は坏・�・皿等であった。文字・記載位置・記載方向など次
の表でまとめた。判読については確実と言い切れないものに関しては「か」を付けている。

 第９表　墨書土器一覧表

器　　種記載方向記載位置文　　字遺物番号
赤色土器　�正位置体部外面「在」２８２
坏正位置体部外面「在」か「代」か２８３
内赤土器　坏か�正位置体部外面「上□」「上屋」か２８４
坏倒位置体部外面「万」２８５
坏か�正位置体部外面「万」２８６
坏か�正位置体部外面「万」２８７
坏か�正位置体部外面「万」か２８８
坏正位置体部外面「十」２８９
坏か�正位置体部外面「十」２９０
坏か�正位置体部外面「十」か２９１
坏か�　倒位置？体部外面「十」か「×」か２９２
坏か�正位置体部外面「十万」か２９３
皿正位置体部外面「万」か「十万」か２９４
坏か�倒位置体部外面「乙」か２９５
�正位置体部外面「込」か２９６
坏不明体部外面不明２９７
�不明体部外面不明２９８
坏不明体部外面・底部内面不明２９９
内赤土器　�不明体部外面・底部外面不明３００
内赤土器　�不明体部外面不明３０１
坏か�不明体部外面不明３０２
坏か�不明体部外面不明３０３
坏か�不明体部外面不明３０４
坏か�不明体部外面不明３０５
内赤土器　坏か�　正位置？体部外面「大」か「在」か３０６
内赤土器　坏か�不明体部外面不明３０７
内赤土器　坏か�不明体部外面不明３０８
内赤土器不明体部外面不明３０９
内赤土器不明体部外面不明３１０
内赤土器不明体部内面不明３１１
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第３５図　墨書土器
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　　　２８２は�Ⅰａ類である。「在」字は本遺跡の出土墨書の中では最も整った字形をしている。赤
色土器で顔料の上に墨書されている。「在」の字は，鹿児島市西別府町の山ノ中遺跡から出土
した土師器の坏の体部外面に正位置で「在」と書かれている例があり，本県では２例目となる。
また，宮崎県宮崎市余り田遺跡でも土師器の底部外面に「在」とそれを囲む円が書かれている
例がある。２８３は坏Ⅱａ類である。「代」かあるいは「在」が出土しているため，「在」の可能
性が考えられる。

　　　２８４は「上」は判読できるものの，下部が欠損しているため，完全に判読できないが，「上
屋」の可能性は考えられる。２８５は倒位置に「万」が墨書されている。「万」と判読できるもの，
あるいは「万」の可能性が考えられるものに２８６・２８７・２８８があるが，いずれも正位置に墨書
されている。２８５・２８６の字は横棒を長くしており，２８７・２８８は横棒が短い。「十」と判読でき
るもの，あるいは可能性が考えられるものは２８９・２９０・２９１・２９２がある。２８９・２９０はともに横
棒が短く，縦棒が長い整った字形をしている。２８９は坏Ⅰａ類である。２９２は「十」の可能性が
考えられるが，下部が欠損しているため，明確ではない。２０５は「十」の可能性もあるが
「×」の可能性も考えられる。２９３・２９４は「十」や「万」の字が出土しているため，「十万」
の合わせ文字の可能性が考えられる。しかしながら，残存部が少なく，明確には判読できない。
２９５は倒位置で「乙」の可能性が考えられるが，これも残存部が少ないため，明確には判読で
きない。２９６は�Ⅰａ類である。「込」の可能性が考えられるが，中に点があるため，明確では
ない。記載方向については正位置だと思われる。３０６は内赤土器である。「大」の可能性や
「在」の字が出土しているため，「在」の左半分の可能性も考えられるが，残存部が少ないた
め，明確に判読できない。

　　　２９７～３１１は判読できなかったものである。２９７は坏Ⅰａ類である。文字の部分がほとんど欠
損しているため，不明である。２９８は�Ⅰａ類である。２９７と同様不明である。２９９は坏Ⅰａ類で
ある。底部内面に墨が付着しているが，墨書ではなく，液だれによるものと思われる。３００は
体部外面及び底部外面にも墨書があるが，明確に判読できない。３００・３０１及び３０７～３１１は内赤
土器である。３１１は内面に墨書があり，顔料の上に墨書されている。３０２～３１１は小破片のため
詳細は不明である。

　　　記載位置について，ほとんどが体部外面に記載しており，内面は１点，底部外面も１点で
あった。記載方向については，不明なものを除くとほとんどが正位置であった。このことから
ほとんどが手に持って文字を記載したと推定される。また，器種ごとにみると，本遺跡では赤
色土器の出土数が多いことが特徴であるが，全墨書土器のうち，約３割が赤色土器であること
も特徴の一つであるといえる。

　　　最後に文字の判読にあたって，ラ・サール学園の永山修一氏，国立歴史民俗博物館の平川南
氏，宮崎産業経営大学の柴田博子氏に御教示いただいたことを付記しておく。
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　�　須恵器（第３６～３８図）
　　須恵器では，坏身・甕・壺が出土している。坏身は１点のみで，あとは甕・壺であった。古代
の遺物で須恵器の割合は総出土数の僅か０．０８％であった。
　　①　坏身（３１２）
　　　３１２は円盤状の底部をもつ坏身である。体部は欠損しているため，形状は不明である。灰青

色を呈し，硬質に焼成されている。
　　②　甕（３１３～３２７）
　　　３１３は甕の口縁部である。頸部で大きく締まり，口縁部にかけて大きく外反するものである。
口縁下部で若干屈曲した後，短く立ち上がるため，二重口縁のようになっている。３１４は肩部
から頸部にかけて大きく締まり，口縁部で大きく外反するものである。外面は屈曲部より下部
は格子状叩き，上部はナデ調整痕が残る。内面は屈曲部より下部は同心円状当て具痕，上部は
ナデ調整痕が残る。灰白色を呈し，軟質な焼成である。３１５～３１７は甕の肩部である。３１５は外
面は格子状叩き，内面は平行状当て具痕がみられる。３１６は外面が格子状叩き，内面は同心円
状当て具痕がみられる。外面に緑灰色の自然釉が掛かっている。３１７は外面が平行状叩き，内
面は同心円状当て具痕がみられる。色調は内外面とも赤みを帯び，外面は暗赤褐色を呈してい
る。３１８～３２７は甕の胴部である。３１８は外面が平行状叩き，内面は同心円状当て具痕がみられ
る。外面上部では暗赤褐色を呈し，下部では黒褐色を呈している。３１９～３２５は外面が平行状叩
き，内面は平行状当て具痕がみられるものである。３１９・３２２は青灰色～暗青灰色を呈し，硬質
な焼成である。３２０・３２１・３２４は浅黄褐色～淡灰黄色を呈し，軟質な焼成である。３２３・３２５は
外面が暗赤褐色～褐色を呈しているが，焼成は極めて良好である。３２６・３２７は外面が格子状叩
き，内面は平行状当て具痕がみられるものである。ともに外面には自然釉が掛かっており，黒
褐色～暗赤褐色を呈している。内面は灰青色を呈し，硬質な焼成である。

　　③　壺（３２８～３３０）
　　　３２８は壺の口縁部である。頸部から口縁部にかけて大きく外反し，口縁部下位で屈曲し，短

く立ち上がるものである。内外面とも自然釉が掛かっており，内面には焼成の際に付着したと
思われる灰がまだらに付着している。３２９は体部が外傾しながら立ち上がっている。内外面と
もナデ調整が施されている。外面は淡灰緑色を呈し，硬質な焼成である。３３０は体部が若干外
傾しながら立ち上がっている。外面の調整は，底部から体部への立ち上がりはヘラによって丁
寧に整えられ，体部は平行状叩きが残る。内面は，ナデ調整で仕上げているが，同心円状の当
て具痕が僅かに残る。体部外面の一部に自然釉が掛かっている。

　�　砥石（第３８図）
　　砥石はⅢａ層から３点出土した。３３１・３３２は砂岩の砥石である。３３１は３面に研磨痕が認めら
れる。裏面に金属の刃物による切痕が認められる。３３２は２面に研磨痕が認められる。３３３は頁岩
の砥石である。灰白色に明黄褐色の縞模様が入るいわゆる天草砥石と呼ばれるものである。かな
り使い込まれており，表裏面だけでなく側面にも研磨痕が認められ，全部で６面に研磨痕が認め
られる。至る所に金属の刃物による切痕が認められる。３点ともいずれも金属砥と推定される。
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第３６図　須恵器Ⅰ
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第３７図　須恵器Ⅱ
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第３８図　須恵器Ⅲ，砥石
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挿図備考高台高底径器高口径胎土内面調整外面調整内面色調外面色調器種種別注記番号標高（ｍ）層区番号
３２－６.６（３.４）－石英ナデ・ミガキナデ黒褐色淡黄色坏黒色土器５０７１０７.６００ⅢａＪ２２２０９
３２－－（１.４）－長石ナデ・ミガキナデ黒褐色黄橙色坏黒色土器－－ⅡＪ２２２１０
３２－－（７.３）１６.６石英ミガキナデ黒褐色浅黄橙色�黒色土器５５４１０７.５９０ⅡＩ２３２１１
３２０.７８.８（４.４）－輝石ミガキナデ黒褐色赤褐色�黒色土器３７５他１０７.２８７ⅢａＨ２３他２１２
３２１.２７.８（４.７）－長石ミガキナデ黒褐色橙色�黒色土器４４０１０７.７８５ⅡＩ２１２１３
３２１.１７.０（４.８）－石英ナデ・ミガキナデ黄灰色浅黄橙色�黒色土器４４１０７.２７９ⅡＩ２３２１４
３２底部墨付着－－（３.３）－長石ミガキナデ黒褐色浅黄色�黒色土器４９７１０７.９４０ⅢａＩ２２２１５
３２－－（２.８）－輝石ナデナデ黄灰色灰黄色�黒色土器１０２１０９.８００ⅡＬ２２２１６
３２１.０７.４（２.９）－茶粒ナデ・ミガキナデ黒褐色にぶい黄橙色�黒色土器４１１１０７.６４０ⅡＩ２２２１７
３２１.３６.４６.１１３.２石英ナデ・ミガキナデ黒褐色にぶい黄橙色�黒色土器４５２１０７.０５０ⅡＪ２２２１８
３２１.３７.４（３.４）－茶粒ナデ・ミガキナデ黒褐色明褐色�黒色土器－－ⅡＬ２１２１９
３２－－（２.８）－輝石ナデ・ミガキナデ黒褐色橙色�黒色土器３８９１０８.２２７ⅡＪ２１２２０
３２１.２６.２（２.１）－長石ミガキナデ黒褐色黄褐色�黒色土器－－ⅡＪ２２２２１
３２－－（２.９）－長石ナデナデ褐灰色淡黄色�黒色土器３９１０７.０２９ⅡＨ２２２２２
３２－－（１.８）－長石ナデナデ黒褐色淡黄色�黒色土器２８２１０８.６３７ⅡＪ２１２２３
３２－－（３.１）１３.６長石ナデナデ黒褐色黄橙色坏か�黒色土器－－ⅡＩ２２２２４
３２－－（４.０）１２.８石英ナデナデ黒褐色にぶい黄橙色坏か�黒色土器５５３１０７.６６０ⅢａＪ２２２２５
３２－－（２.２）１２.２石英ナデ・ミガキナデ黒褐色明黄褐色坏か�黒色土器－－ⅡＩ２１２２６
３２－－（３.７）－石英，角閃石ナデナデ黒褐色淡黄色坏か�黒色土器－－ⅡＩ２３２２７
３２－－（２.８）－長石ナデ・ミガキナデ黒褐色明黄褐色坏か�黒色土器－－ⅡＫ２２２２８
３２口縁部煤付着－－（４.２）１２.０輝石ナデナデ黄灰色浅黄色坏か�黒色土器３０６１０８.６２７ⅢａＫ２２２２９
３２－－（３.０）１１.８石英，輝石ナデ・ミガキナデ黒褐色にぶい黄橙色坏か�黒色土器－－ⅡＪ２２２３０
３２－－（３.２）－長石ナデナデ黒褐色黄橙色坏か�黒色土器－－ⅡＫ２２２３１
３２－－（２.６）－石英ナデナデ黒褐色黄橙色坏か�黒色土器－－ⅡＪ２２２３２
３３－－（４.７）１２.８長石ナデ・ミガキナデ明赤褐色橙色坏か�赤色土器－－ⅢａＪ２２２３３
３３－－（３.６）－長石ナデナデ黄褐色赤褐色坏か�赤色土器－－ⅡＩ２２２３４
３３－－（１.４）－茶粒ナデナデ赤褐色橙色�赤色土器１３３１０９.８３２ⅡＬ２２２３５
３３－５.８（３.５）－茶粒ナデナデ明赤褐色浅黄橙色坏内赤土器１２１０６.７４１ⅡＧ２３２３６
３３１.３７.６７.６１５.０石英ナデナデ赤褐色浅黄橙色�内赤土器４１３他１０７.６４０ⅡＩ２２他２３７
３３１.４８.６６.５１４.２輝石ナデ・ミガキナデ明赤褐色橙色�内赤土器３４他１０６.８７４ⅢａＨ２２２３８
３３１.０６.４（４.３）－長石，輝石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色�内赤土器３５０１０８.２９７ⅡＪ２１２３９
３３１.０７.６６.０１３.６石英ナデ・ミガキナデ暗赤褐色明黄褐色�内赤土器－－ⅡＨ２２２４０
３３１.０７.２（４.８）－茶粒ナデナデ明赤褐色浅黄橙色�内赤土器３８４他１０７.３８２ⅢａＩ２３２４１
３３内面煤付着１.０７.６（４.９）－長石ミガキナデ橙色黄灰色�内赤土器２０４１０８.６５０ⅡＫ２２２４２
３３１.０７.２７.２１３.８輝石ナデナデ明赤褐色橙色�内赤土器４１２他１０７.５８０ⅡＩ２２他２４３
３３１.２６.４（５.１）－石英ナデナデ橙色明黄褐色�内赤土器４８４１０７.７０５ⅡＪ２２２４４
３３１.０７.８（５.０）－石英，輝石ミガキナデ赤褐色橙色�内赤土器４８３１０８.３９５ⅢａＪ２１２４５
３３１.１７.４（３.２）－長石ナデナデ明赤褐色黄橙色�内赤土器４０８１０７.７９５ⅡＩ２２２４６
３３－－５.９１５.０茶粒ナデナデ明赤褐色黄橙色�内赤土器４８１１０７.８３５ⅢａＪ２２２４７
３３１.０８.０（２.３）－茶粒ナデナデ赤褐色淡黄橙色�内赤土器５４４１０７.６８５ⅢａＪ２２２４８
３３１.０６.８（２.１）－石英，長石ナデナデ赤褐色明赤褐色�内赤土器１３１１０９.７０２ⅡＬ２２２４９
３３１.０６.２（２.９）－石英ナデナデ赤褐色黄灰色�内赤土器－－－－２５０
３３１.５７.８（２.５）－輝石ナデナデ赤褐色橙色�内赤土器４４２他１０８.２００ⅢａＩ２１他２５１
３３１.２７.２（２.２）－石英，輝石ナデナデ明赤褐色黄褐色�内赤土器４６９１０７.４１０ⅡＩ２２２５２
３３－８.０（２.０）－角閃石，輝石ナデナデ明赤褐色淡黄色�内赤土器４５６１０７.４９５ⅡＩ２２２５３
３３１.０７.４（２.５）－角閃石ナデナデ黄橙色灰黄橙色�内赤土器３８２１０７.６０７ⅡＫ２３２５４
３３１.２６.２（２.５）－輝石ナデナデ赤褐色浅黄橙色�内赤土器－－ⅢａＩ２３２５５
３３１.２８.２（２.５）－輝石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色�内赤土器５８３１０７.１５５ⅢａＩ２２２５６
３３１.１７.４（２.９）－茶粒ナデナデ明赤褐色橙色�内赤土器３１０６.４９１ⅡＧ２２２５７
３３底部墨付着－－（２.１）－長石ナデ・ミガキナデ赤褐色黄灰色�内赤土器－－ⅡＪ２２２５８
３４－－（３.５）１８.０石英ナデナデ明赤褐色淡黄橙色坏か�内赤土器－－ⅡＩ２２２５９
３４口縁部煤付着－－（５.０）１６.０輝石ナデナデ暗赤褐色黒褐色坏か�内赤土器－－ⅢａＩ２３２６０
３４－－（４.０）１５.４石英，角閃石ナデナデ橙色明黄褐色坏か�内赤土器－－ⅢａＪ２２２６１
３４－－（４.５）１５.４長石ナデナデ赤褐色黄褐色坏か�内赤土器－－ⅢａＪ２３２６２
３４－－（４.７）１４.８茶粒ナデ・ミガキナデ赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器－－ⅡＪ２３２６３
３４－－（５.１）１４.６角閃石ナデナデ明赤褐色橙色坏か�内赤土器－－ⅢａＨ２３２６４
３４－－（５.０）１４.４輝石ナデナデ赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器４９８他１０８.０２０ⅢａＩ２２他２６５
３４－－（３.８）１３.４長石，輝石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器－－ⅢａＩ２３２６６
３４口縁部煤付着－－（５.３）１３.０輝石ナデナデ暗赤褐色橙色坏か�内赤土器７３１０６.８２０ⅢａＨ２３２６７
３４口縁部煤付着－－（５.６）１２.８長石ナデナデ暗赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器４０２１０７.１８２ⅢａＩ２３２６８
３４－－（５.０）１２.０輝石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器４４１１０７.９２０ⅡＩ２１２６９
３４体部煤付着－－（４.９）－長石ナデナデ明赤褐色淡黄色坏か�内赤土器－－Ⅱ－２７０
３４－－（４.０）－石英ナデナデ橙色橙色坏か�内赤土器－－ⅢａＩ２１２７１
３４－－（３.２）－長石ナデナデ橙色浅黄橙色坏か�内赤土器－－ⅢａＩ２２２７２
３４－－（２.７）－長石，輝石ナデナデ赤褐色褐色坏か�内赤土器－－ⅢａＩ２３２７３

第１０表　古代遺物（土師器）観察表Ⅳ
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挿図備考高台高底径器高口径胎土内面調整外面調整内面色調外面色調器種種別注記番号標高（ｍ）層区番号
３４－－（６.１）１６.０角閃石ナデナデ明赤褐色暗黄灰色坏か�内赤土器５００他１０７.８２５ⅢａＩ２１他２７４
３４－－（４.２）１５.６長石ナデナデ明赤褐色淡黄色坏か�内赤土器６１２１０７.１００ⅢａＩ２３２７５
３４口縁部煤付着－－（３.１）１４.２石英ナデ・ミガキナデ明赤褐色灰黄褐色坏か�内赤土器－－ⅡＨ２２２７６
３４－－（４.４）１４.０角閃石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器－－ⅢａＪ２２２７７
３４－－（４.２）－輝石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色坏か�内赤土器－－ⅢａＪ２３２７８
３４－－（４.７）－石英ナデナデ明赤褐色明黄褐色坏か�内赤土器１３２１０９.８２２ⅡＬ２２２７９
３４口縁部煤付着－－（１２.３）２１.０茶粒ナデナデ橙色黄橙色鉢内赤土器６２１０６.５４０ⅢａＨ２２２８０
３４－－（７.５）－角閃石ナデナデ明赤褐色黄橙色鉢内赤土器４９１１０８.８１５ⅡＫ２３２８１
３５赤色土器１.７８.２７.２１５.８長石ナデナデ明赤褐色浅黄橙色�墨書土器５６２他１０７.２３５ⅢａＩ２２他２８２
３５内面煤付着－６.４５.５１５.４茶粒ナデナデ淡黄橙色淡黄色坏墨書土器６３８他１０７.３６０ⅢａＪ２３他２８３
３５内赤土器－－（４.２）６.７石英ナデナデ赤褐色浅黄橙色坏か�墨書土器－－ⅢａＨ２３２８４
３５－６.４（４.０）－輝石ナデナデ淡黄橙色淡黄橙色坏墨書土器４９６１０８.１４５ⅢａＩ２１２８５
３５－－（２.９）－長石ナデナデ灰黄色淡黄色坏か�墨書土器５２１０７.００２ⅡＨ２２２８６
３５－－（３.０）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�墨書土器１６１１０９.２９０ⅢａＬ２２２８７
３５－－（１.８）－石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�墨書土器－－ⅡＩ２３２８８
３５－３.５５.０１１.８輝石ナデナデ淡黄橙色淡黄色坏墨書土器８０１０７.０１０ⅢａＩ２２２８９
３５－－（３.５）１２.４石英ナデナデ黄橙色橙色坏か�墨書土器－－－－２９０
３５－－（２.３）－茶粒ナデナデ橙色橙色坏か�墨書土器－－ⅢａＩ２３２９１
３５－－（３.３）－角閃石，輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�墨書土器－－ⅢａＩ２３２９２
３５－－（３.８）－石英，輝石ナデナデ明赤褐色淡黄橙色坏か�墨書土器－－ⅢａＩ２３２９３
３５－－（１.５）－石英ナデナデ淡黄色淡黄色皿墨書土器－－ⅢａＪ２３２９４
３５－－（２.５）－長石ナデナデ淡黄色淡黄色坏か�墨書土器－－ⅢａＩ２２２９５
３５１.２７.６（５.８）－石英，角閃石ナデナデ明黄褐色明黄褐色�墨書土器２０９１０９.７４０ⅢａＫ２２２９６
３５－５.８（３.６）－長石ナデナデ淡黄色淡黄色坏墨書土器４３３１０７.２４０ⅡＩ２２２９７
３５０.９５８.０５.８１３.５石英ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色�墨書土器６９１０７.１１５ⅡＩ２２２９８
３５－６.０（３.７）－角閃石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏墨書土器－－ⅢａＩ２２２９９
３５内赤土器－－（３.１）－角閃石，輝石ナデ・ミガキナデ赤褐色明褐色�墨書土器－－ⅢａＩ２３３００
３５内赤土器１.４７.２（３.５）－石英，角閃石ナデナデ浅黄褐色浅黄褐色�墨書土器３７１０７.１８４ⅡＩ２２３０１
３５－－（２.２）－石英ナデナデ灰黄褐色灰黄褐色坏か�墨書土器－－ⅡＪ２２３０２
３５－－（２.０）－輝石ナデナデ灰黄褐色黄褐色坏か�墨書土器－－ⅡＪ２２３０３
３５－－（１.８）－石英，輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�墨書土器－－ⅢａＩ２３３０４
３５－－（４.０）－輝石ナデナデ浅黄橙色浅黄橙色坏か�墨書土器５１５１０７.５４０ⅢａＩ２２３０５
３５内赤土器－－（３.１）－輝石ナデナデ明赤褐色橙色坏か�墨書土器－－Ⅲａ－３０６
３５内赤土器－－（２.６）－輝石ナデナデ明赤褐色橙色坏か�墨書土器－－－Ｉ２３３０７
３５内赤土器－－（４.２）－石英ナデ・ミガキナデ赤褐色浅黄橙色坏か�墨書土器－－Ⅱ－３０８
３５内赤土器－－（１.９）－輝石ナデナデ明赤褐色黄橙色－墨書土器－－ⅢａＩ２２３０９
３５内赤土器－－（０.９）－輝石ナデ・ミガキナデ赤褐色橙色－墨書土器－－ⅡＪ２１３１０
３５内赤土器－－（１.５）－輝石ナデ・ミガキナデ明赤褐色明褐色－墨書土器－－ⅡＪ２２３１１

挿図備考高台高底径器高口径胎土内面調整外面調整内面色調外面色調器種種別注記番号標高（ｍ）層区番号
３６円盤状底部－６.６（１.５）－長石ナデナデ灰白色灰白色坏須恵器１３７１０９.９４０ⅡＬ２２３１２
３６－－（３.３）２８.２輝石ナデナデ灰青色灰青色甕須恵器４８０１０７.８４０ⅢａＩ２３３１３
３６－－（９.３）１７.０－同心円文格子状叩き灰白色灰白色甕須恵器１１０６.４２６ⅢａＧ２２３１４
３６－－（２.１）－－平行文格子状叩き暗灰青色暗灰黄色甕須恵器８８１１０.２５０ⅡＬ２２３１５
３６－－（４.５）－長石同心円文格子状叩き淡灰青色緑灰色甕須恵器４６１１０７.７６０ⅡＪ２３３１６
３６－－（４.３）－－同心円文平行状叩き暗褐色暗赤褐色甕須恵器５３２他１０７.５７５ⅢａＩ２２３１７
３６－－（１１.７）－－同心円文平行状叩き灰褐色暗赤褐色甕須恵器５１他１０７.０９７ⅢａＩ２２３１８
３６－－（６.７）－－平行文平行状叩き青灰色青灰色甕須恵器１９１１０８.８９０ⅡＫ２２３１９
３６－－（８.０）－－平行文平行状叩き浅黄橙色橙色甕須恵器１４１０６.９９１ⅢａＨ２２３２０
３７－－（９.７）－輝石平行文平行状叩き浅黄褐色灰黄色甕須恵器２１４他１０９.９６５ⅢａＬ２２３２１
３７－－（７.０）－－平行文平行状叩き淡灰青色暗青灰色甕須恵器５２０１０７.５００ⅢａＩ２２３２２
３７－－（６.５）－－平行文平行状叩き灰青色暗赤褐色甕須恵器１０７１０９.２６０ⅡＫ２２３２３
３７－－（１６.６）－－平行文平行状叩き浅黄橙色暗褐色甕須恵器４９０他１０７.５７０ⅢａＪ２２他３２４
３７－－（１１.２）－－平行文平行状叩き灰黄褐色褐色甕須恵器５５８１０７.５２０ⅢａＩ２２他３２５
３７－－（９.５）－－平行文格子状叩き灰青色暗赤褐色甕須恵器５７１０７.０３２ⅢａＩ２３３２６
３７－－（１１.３）－－平行文格子状叩き灰青色黒褐色甕須恵器５２６他１０７.３６５ⅢａＩ２２３２７
３８－－（２.４）１４.４－ナデナデ緑灰色暗灰褐色壺須恵器６０４１０７.０７０ⅢａＩ２２３２８
３８－－（５.０）－－ナデナデ青灰色青灰色壺須恵器３１３１０９.０１７ⅡＪ２３３２９
３８－１６.０（１２.３）－－ナデ平行状叩き淡灰青色淡灰青色壺須恵器５６３他１０７.３２５ⅢａＪ２２３３０

挿図備　　　　考重量（ｇ）最大厚（㎝）最大幅（㎝）全長（㎝）石材器種注記番号標高（ｍ）層区番号
３８５０２.１０３.７０１１.５０１０.４０砂岩砥石６３３１０７.３６０ⅢａＪ２３３３１
３８４４５.２０４.００８.１０１１.１５砂岩砥石５７７１０８.３１０ⅢａＫ２２３３２
３８天草砥石６６０.４０６.００６.５０１３.１０頁岩砥石４７１０６.４３９ⅢａＧ２２３３３

第１１表　古代遺物（土師器）観察表Ⅴ

第１２表　古代遺物（土師器）観察表Ⅵ

第１３表　古代遺物（土師器）観察表Ⅶ
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第６節　中世の調査
　Ⅱ層を中心に中世の遺物が出土した。遺構は検出されなかった。出土遺物数は少ないが，土師器
（坏・皿・小皿），青磁，染付，陶器などが出土している。
１　土師器（第３９図）
　土師器は，坏・皿・小皿が出土した。全て底部の切り離しが糸切りである。
　�　坏（３３４～３５２）
　　体部から口縁部にかけて欠損しているため，全体の形態は不明である。そのため，底径によっ
て大きく３種類に分類した。
　　３３４～３３９は底径が８．５�以上９．５�以下のものである。３３４～３３７は器壁が厚いものである。３３４
は円盤状の底部を有するものである。体部外面端部にはヘラ状工具で底部との境を作り出してお
り，はみ出した粘土塊を上へナデ上げている。３３５の内面は赤色の顔料が塗布され，外面は体部
から底部まで煤が付着している。３３６は底部切り離し後，底部と体部との境が未調整ではみ出し
た粘土塊が付着したままである。３３７は底部と体部との境の調整が丁寧に行われており，角張っ
ている。３３８・３３９は器壁が薄いものである。３３９は内外面ともに黒色である。赤外線投射による
映像では全体が黒色に写り出ており，墨を全体に塗布したものと考えられるが，煤が付着した可
能性も考えられる。
　　３４０～３４５は底径が７．５�以上８．０�以下のものである。３４０～３４３は器壁が厚いものである。
３４１・３４３は摩滅が激しい。３４２は底部外面の糸切り痕を板状の施文具でナデ消している。３４４・
３４５は器壁が薄いものである。ともに焼成は良好である。
　　３４６～３５２は底径が６．５�以上７．０�以下のものである。３４７～３４９は底部外面の糸切り痕を板状の
施文具でナデ消している。底部切り離しの際にはみ出た粘土塊を横位のナデ調整によって丁寧に
調整している。
　�　皿（３５３～３５５）
　　底部から体部への立ち上がりが大きく外傾するものを皿とした。ただし，体部は欠損している
ために，その形状は不明であるため，坏に分類される可能性も考えられる。３５３は体部の器壁が
薄く，底径が１０．０�を超えるものである。丁寧にナデ調整が施され，焼成も良好である。３５４・
３５５は底径が１０．０�未満のものである。底部外面の糸切り痕を板状の施文具でナデ消している。
　�　小皿（３５６～３６０）
　　口径が１０．０�以下で器高の低いものを小皿とした。３５６は体部が大きく外傾し，口径に対し器
高が低いものである。３５７・３５８は体部が丸みをもつものである。３５８は体部の器壁が厚いもので
ある。３５９・３６０は体部が直線的に伸びるものである。３５９は底部中央の糸切り痕を板状の施文具
でナデ消している。
２　青磁（第４０図）
　青磁は碗・皿・盤が出土した。いずれも龍泉窯系青磁である。
　３６１～３６４は文様を有するものである。３６１～３６３は体部外面に連弁文を有する碗である。３６１は口
縁部が外反するもので内外面に貫入がある。釉がやや厚めにかかり，暗緑褐色を呈している。
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第３９図　中世の遺物Ⅰ
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３６２・３６３は口縁部が真っ直ぐ伸びるものである。釉がやや薄目にかかり，緑灰色を呈している。貫
入はみられない。３６４は皿である。底部内面には印花文と思われる文様が施されている。
　３６５～３６８は無文の青磁である。３６５～３６７は碗である。３６５は体部が直線的に伸びるもので，口唇
部が膨らみ，丸まるものである。３６６・３６７は体部が丸みをもち，口縁部で外反するものである。
３６６は薄目に釉がかかり，淡灰青色を呈している。３６８は無文の盤である。
３　染付（第４０図）
　染付は碗・皿が出土した。いずれも中国陶磁の嘉靖様式のものと思われる。
　３６９～３７１は碗である。３７０は口縁部内面には四方襷の文様帯があり，外面には一条の圏線を巡ら
している。３７１は口縁部内面に一条の圏線を巡らし，外面には二条の圏線を巡らしている。体部外
面には簡略化したような唐草文が描かれている。
　３７２～３７５は皿である。３７２は口縁部が外反するものである。内面に二条の圏線を巡らし，外面に
は一条の圏線と蔓草文が描かれている。３７３は碁笥底の皿である。体部外面には芭蕉文が描かれ，

第４０図　中世の遺物Ⅱ
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内面には捻花文が描かれている。３７４は口縁部内面に一条の圏線を巡らし，外面には波涛文や列点
文の文様帯があり，体部には芭蕉文があったと推定される。３７５は内面に二条の圏線と，体部外面
に牡丹文が描かれている。
４　陶器（第４０図）
　３７６は国内産の陶器の小皿である。内面には釉がかかり，淡緑色を呈している。釉のかかり方に
むらがあり，口縁部や底部に釉溜まりがみられる。外面は釉がかかっておらず，底部は糸切り底で
ある。瀬戸系のものと推定される。

挿図備考底径器高口径胎土内面調整外面調整内面色調外面色調器種種別注記番号標高（ｍ）層区番号
３９円盤状底部８.６（２.３）－輝石ナデナデ，回転糸切り浅黄橙色浅黄橙色坏土師器－－－Ｉ２２３３４
３９内赤土器，外面煤付着８.６（１.５）－石英ナデナデ，回転糸切り赤褐色黒褐色坏土師器－－－－３３５
３９９.４（２.２）－輝石ナデナデ，回転糸切り赤褐色赤褐色坏土師器－－－Ｊ２２３３６
３９８.８（２.１）－輝石ナデナデ，回転糸切り黄褐色赤褐色坏土師器－－－－３３７
３９８.６（１.０）－茶粒ナデナデ，回転糸切り黄褐色黄褐色坏土師器－－－－３３８
３９墨付着？９.２（１.６）－石英ナデナデ，回転糸切り黒褐色黒褐色坏土師器－－－－３３９
３９７.８（１.９）－石英ナデナデ，回転糸切り赤褐色赤褐色坏土師器－－－－３４０
３９８.０（１.７）－茶粒ナデナデ，回転糸切り浅黄橙色浅黄橙色坏土師器－－－－３４１
３９７.８（２.４）－石英ナデナデ，回転糸切り橙色浅黄橙色坏土師器１５１０７.３１９ⅡＧ２４３４２
３９８.２（１.３）－茶粒ナデナデ，回転糸切り橙色灰黄褐色坏土師器－－ⅡＬ２２３４３
３９７.８（１.２）－長石ナデナデ，回転糸切り浅黄橙色浅黄橙色坏土師器－－－－３４４
３９８.０（１.０）－長石ナデナデ，回転糸切り明黄褐色明黄褐色坏土師器－－ⅡＨ２４３４５
３９７.０（１.５）－石英ナデナデ，回転糸切り橙色にぶい橙色坏土師器－－－－３４６
３９７.０（１.６）－輝石ナデナデ，回転糸切りにぶい黄橙色にぶい黄橙色坏土師器－－－－３４７
３９６.８（１.７）－茶粒ナデナデ，回転糸切りにぶい黄橙色にぶい黄橙色坏土師器－－Ⅱ－３４８
３９６.８（１.２）－輝石ナデナデ，回転糸切りにぶい黄橙色にぶい黄橙色坏土師器－－－－３４９
３９７.０（１.１）－茶粒ナデナデ，回転糸切り黄褐色黄褐色坏土師器－－－－３５０
３９６.７（１.４）－石英ナデナデ，回転糸切りにぶい黄橙色にぶい黄橙色坏土師器－－－Ｉ２２３５１
３９６.４（１.１）－輝石ナデナデ，回転糸切り明黄褐色明黄褐色坏土師器－－ⅡＩ２３３５２
３９１１.２（１.４）－輝石，石英ナデナデ，回転糸切り橙色淡褐色皿土師器－－ⅡＩ２３３５３
３９７.８（１.０）－長石ナデナデ，回転糸切り灰褐色黒褐色皿土師器－－Ⅱ－３５４
３９９.０（１.２）－長石ナデナデ，回転糸切り灰黄色黒褐色皿土師器－－－－３５５
３９６.８１.３８.４石英ナデナデ，回転糸切り淡黄橙色淡黄橙色小皿土師器－－ⅡＩ２４３５６
３９４.３２.３７.２輝石ナデナデ，回転糸切り浅黄橙色浅黄橙色小皿土師器４３１０７.５９９ⅡＩ２２３５７
３９３.８１.６５.８石英ナデナデ，回転糸切り褐色暗灰黄色小皿土師器－－－－３５８
３９５.０２.１６.８茶粒ナデナデ，回転糸切りにぶい黄橙色にぶい黄橙色小皿土師器－－－－３５９
３９４.６（１.９）－石英ナデナデ，回転糸切り暗赤褐色黒褐色小皿土師器－－－Ｊ２２３６０

第１４表　中世遺物観察表Ⅰ

挿図備考高台高底径器高口径胎土色調器面色調器種種別注記番号標高（ｍ）層区番号
４０蓮弁，貫入－－（３.１）－淡灰青色暗緑褐色碗青磁－－－－３６１
４０蓮弁－－（２.５）－灰青色緑灰色碗青磁－－－－３６２
４０蓮弁－－（３.４）－淡灰青色淡緑灰色碗青磁－－ⅡＬ２２３６３
４０印花文１.１６.４（２.４）－淡青灰色緑灰色皿青磁－－－－３６４
４０貫入－－（３.３）１５.４灰白色明緑灰色碗青磁１０８１０９.５０５ⅡＫ２２３６５
４０－－（３.８）１６.４灰白色淡灰青色碗青磁－－ⅡＬ２１３６６
４０貫入－－（３.５）１４.２灰白色暗緑褐色碗青磁－－－－３６７
４００.６１５.４（１.７）－淡灰青色浅緑灰色盤青磁－－－－３６８
４０－－（３.３）－灰白色灰白色碗染付－－－－３６９
４０四方襷文－－（３.３）－灰白色灰白色碗染付－－－－３７０
４０唐草文－－（３.０）－灰白色浅青灰色碗染付－－－－３７１
４０蔓草文－－（２.５）－灰白色淡青灰色皿染付－－－－３７２
４０碁笥底，芭蕉文－４.０（１.８）－灰白色灰白色皿染付－－－－３７３
４０波涛文，列点文－－（１.５）－乳白色灰白色皿染付－－－－３７４
４０牡丹文－－（２.０）－灰白色明青灰色皿染付－－ⅡＪ２２３７５
４０回転糸切り底，瀬戸系－３.４１.４６.６灰白色淡緑色小皿陶器－－－－３７６

第１５表　中世遺物観察表Ⅱ
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第５章　まとめ

　下永迫Ａ遺跡は日置郡伊集院町下谷口字下永迫に所在し，平成９年度に確認調査，平成１０年度に
本調査が行われた。調査により，縄文時代，古墳時代，古代，中世の遺構・遺物が確認された。
１　縄文時代
　縄文時代は遺物が出土しただけで，遺構は検出されなかった。遺物は調査区域の南側中央部のⅡ
層からⅢａ層にかけて集中的に出土した。層位的，あるいはレベル的にもばらつきがあり，また，
地形の状況から考えても流れ込みの可能性が高いと考えられる。
　土器は，早期の吉田式土器，晩期の黒川式と思われる精製浅鉢が出土したが，主体は後期の土器
であった。後期の土器としては，指宿式土器・松山式土器・市来式土器・草野式土器など多様な土
器が出土したが，いずれも破損しており，口縁部，胴部，底部といった断片的な出土の状態であっ
た。
　石器は，石鏃・スクレイパー・磨石が出土した。石材としては，黒曜石・頁岩・玉髄・安山岩が
みられた。石鏃は後期のものが中心と考えられるが，石材・形態とも多様であるため，時期差を考
える必要がある。磨石は側面や広い面のほぼ中央部に敲打痕があることから，敲石あるいは凹石と
して使用されたと考えられる。
２　古墳時代
　古墳時代も遺構は検出されず，遺物のみの出土であった。遺物は散在した状況でⅡ層からⅢａ層
にかけて出土しており，完形のものはなく，いずれも破片であった。出土した遺物も摩滅を受けて
いるものが多く，流れ込みの可能性が高いと考えられる。
　土器は在地性の強い成川式土器が主体であり，器種は甕形土器・壺形土器・高坏形土器であった。
甕形土器は口縁部が外反するものが主で，胴部は膨らむものと直線的なものとがあり，胴部には刻
目突帯が付くものもみられる。底部は割合に高い脚台が付くものであった。壺形土器は口縁部は出
土せず，胴部と底部のみであった。胴部には刻目突帯が付き，底部は丸底や乳房状のものであった。
高坏形土器には，脚台に丹が塗布されているものもみられる。
３　古代
　本遺跡の主体をなす時代である。遺構は土坑と集石が１基ずつ検出された。２つの遺構は隣接し
ていることから，何らかの関係があるものと推定される。土坑は平面形が楕円形をしており，長径
は１４４�ある。集石は軽石を中心とした４５個の礫で構成されており，そのほとんどが火熱を受けて
いる。これらの遺構は，どのような目的で使用されたのか，特に集石については，火を使用してい
ることは間違いないものの，なぜ軽石を多数使用しなければならなかったのか，また，掘り込みを
もたず，焼土や炭化物などが検出されなかったことから，別の場所で使用された後に持ち込まれた
のかなどは今後の課題である。
　遺物は土師器，須恵器，砥石が出土した。土師器には，坏・�・皿・鉢・甕が出土しているほか，
黒色土器・赤色土器・墨書土器なども多数出土している。土師器の坏・�について，それぞれの形
態ごとに分類したが，それぞれの器種について大きな差はみられず，当センター職員中村和美の所 
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第１６表　出土区ごとの土師器（坏・�・皿）出土量（総重量）
墨書土器総重量総重量（ｇ）墨書土器（ｇ）黒色土器（ｇ）墨書土器（ｇ）赤色土器（ｇ）墨書土器（ｇ）土師器（ｇ）出土区

０４１８.４３０７１.１００９１.４２０２５５.９１Ｇ－２２
０１７４.１１０００１２５.４２０４８.６９Ｇ－２３
０６２.６６０００００６２.６６Ｇ－２４

１１.６１１０８１.７６１１.６１２０９.５８０３９８.９７０４６１.６０Ｈ－２２
１４５.４０８０４.８８０１３４.４３２１.１９２６.４８１２４.２１４９８.５７Ｈ－２３

０２８.７５０１.６００００２７.１５Ｈ－２４
１３.３８４０１.１８０１１５.０２０１２７.５１１３.３８１４５.２７Ｉ－２１
４７９.１８５４０６.８３０５４１.１８２７２.２１１１５９.９２２０６.９７３２２６.５５Ｉ－２２
１４４.６４４０２４.９７０１４４.５６４.３２１１６４.４５１４０.３２２５７１.３２Ｉ－２３

０１５.５８０００８.８００６.７８Ｉ－２４
４.１２３７５.５４０５７.４４４.１２１６７.９１０１４６.０７Ｊ－２１
１３.６９３４５７.５４０７３６.２１０８０１.３９１３.６９１９０６.２５Ｊ－２２
２２０.４７１６２０.８５０３.７５０２６８.１２２２０.４７１１２８.５１Ｊ－２３

０３５.１９０００００３５.１９Ｊ－２４
０８２.０２０００２.２００７９.８２Ｋ－２１
０９０９.５３０６６.９３０２６２.７６０５７９.８４Ｋ－２２
０３７２.７８０２７.３６０１８.５７０３２６.８５Ｋ－２３
０１４７.７９００.８３０３０.７７０１１６.１９Ｌ－２１

１０.００８４４.６５０８２.２７０１４５.８４１０.００６０６.５４Ｌ－２２
０１７７.９２０００４.８９０１７３.０３Ｌ－２３
０４７.０５０１１.１５０００３５.９０Ｍ－２２

５１.３５２４８９.８００４７.７１２２.８２４２８.３１２８.５３１９６２.４３一括
１０９３.８４２２９７９.８１１１.６１２２５１.１２３２４.６６５２３３.７３７５７.５７１４４０１.１２合計（ｇ）
４.７６１０００.０５９.８１.４１２２.７７３.３０６２.６７割合（％）

第１７表　出土区ごとの出土量（総重量）

第１８表　赤色・黒色・墨書土器の割合
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見によると，本遺跡で出土した土師器（坏・�）は９世紀後半から１０世紀中頃を中心とするものの
ようである。
　第１６表は各グリッドごとに出土した土師器（坏・�・皿）の総重量を計測したものである。この
データは，調査担当者である栗林文夫が計測したものである。また，第１７表は第１６表をグラフ化し
たものである。これによって，遺跡の中央部であるＩ・Ｊ－２２・２３区に遺物が最も集中しているこ
とがわかる。赤色土器や墨書土器の出土もこれらの区に集中しており，「在」や「十」，「万」など
と書かれた墨書土器もこれらの区から出土している。また，土師器（坏・�・皿）の中には煤が付
着しているものが多く，赤色土器や墨書土器の中にも煤の付着がみられた。Ｉ－２２区からは先述し
た遺構が検出されており，それらとの関連も考えられる。土器の中には，口縁部だけに煤の付着し
たものが７点あり，灯明容器としての利用の可能性が考えられるが，そのうちの４点は赤色土器で
あった。本来，赤色土器のような特殊な土器を灯明に用いるものなのか，今後の課題である。第１８
表は土師器（坏・�・皿）の総重量に対する赤色土器・黒色土器・墨書土器の重量の割合である。
これによると赤色土器の割合は全重量の２３％にもなり，黒色土器の割合は僅か１０％である。他の遺
跡では黒色土器の割合が多く，赤色土器は僅かしか出土しない傾向があるが，本遺跡では全く逆に
なっている。墨書土器については，総重量の５％という割合になった。整った字形で「在」と墨書
されている土器が出土したが，県内では鹿児島市西別府町に所在する山ノ中遺跡に続き２例目の出
土となる。山ノ中遺跡で出土した墨書土器の「在」の字は，本遺跡で出土した「在」の字と比較し
て字形がくずれており，簡略した墨書のようである。この他にも「万」「十」と判読できるものや
「上□」「乙」「込」と推定されるものなどが出土しているがいずれも整った字形であり，日常的に
文字の使用が必要とされる層の人々の存在が考えられる。また，�の底部外面に墨が付着している
ものがあり，筆置きや筆の穂先を整えるために使われた可能性が考えられ，墨書が現地で行われて
いた可能性が高いと推定される。
　以上のことをもとに古代の下永迫Ａ遺跡の性格について考えてみたい。地形が谷地にあたり，建
物跡など生活の痕跡となる遺構は検出されていないことから，生活根拠地と考えることには無理が
あるように思える。そのため，遺跡の主体は，北側の平坦部にあると推定され，本遺跡は北側に推
定される遺跡主体部で使用された土器等を破棄した場所である可能性が高いと推定される。北側の
遺跡主体部の性格について，本遺跡から出土した遺物から推定した場合，まず，赤色土器や墨書土
器などは一般庶民が所持するものとは考えられないことと，赤色土器を多量に必要とすると同時に
文字を正確に記することのできる人々の存在が伺えることから，寺院あるいは出先を含めた官衙の
ような地方の役所が考えられる。ただし，北側平坦部は調査範囲には含まれず，未調査であるため，
本遺跡も含めてその性格は不明とせざるをえない。
４　中世
　中世の遺物として，土師器，青磁，染付，陶器が出土した。出土した遺物から二時期に分けられ
るようである。一つは１３世紀前半を中心とした時期，もう一つは１６世紀中頃から後半にかけての時
期である。遺物の中には，当時としては高価だったと考えられるものがみられるものの出土数は少
なく，古代ほどには繁栄しなかったものと推定される。
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第４１図　赤色土器出土遺跡位置図
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 文献備　考文　　字墨書土器の有無所　　在　　地遺　跡　名番号
１０不明○薩摩郡東郷町南瀬坂ノ下１
１１刻書土器出土－薩摩郡東郷町五社久留巣五社２
１２刻書土器出土「吾」「与」○川内市中郷町計志加里計志加里３
１３「刑」「金」「院」他○川内市国分寺町大都・下台薩摩国分寺跡４
１４刻書土器出土－川内市東大小路町大島５
１５－川内市平佐町鍛冶屋馬場６
１６「作」「日」「子」他○川内市中福良町西ノ平西ノ平７
１６「上」○川内市中福良町成岡成岡８
３６刻書・刻印土器出土「田」「虫？」他○串木野市上名栫城跡９
３７「日置厨」○日置郡市来町川上安茶ヶ原１０
１７「子？」○日置郡市来町川上針原針原１１
１８不明○日置郡市来町大里上ノ原１２
８刻書土器出土「春」「厨」「万」他○日置郡東市来町湯田　他市ノ原１３
１９不明○日置郡東市来町伊作田犬ヶ原１４
３８「三依」○日置郡伊集院町下谷口柳原１５

本報告書「在」「万」「十」他○日置郡伊集院町下谷口下永迫Ａ１６
９不明○日置郡伊集院町郡西原１７
２０－日置郡松元町福山フミカキ１８
２１不明○日置郡郡山町常盤原１９
２２「肥道里」「子？」○鹿児島市犬迫町　他横井竹ノ山２０
２３「八万」「作」○日置郡松元町石谷宮尾２１
２４－日置郡日吉町吉利瀬戸口２２
２５刻印土器出土－日置郡日吉町吉利原口２３
２６－日置郡吹上町永吉笑童子２４
２７－日置郡吹上町小永吉赤井田２５
２８－日置郡吹上町与倉藤ノ元２６
２９刻書土器出土「井」「良」「山」他○日置郡金峰町尾下山野原２７
３０刻書土器出土不明○日置郡金峰町宮崎小中原２８
４０刻書土器出土「門」「凡」○日置郡金峰町宮崎持躰松２９
４１－日置郡金峰町宮崎渡畑３０
４２刻書土器出土「宅」「福」○日置郡金峰町宮崎芝原３１
３１「久米」○加世田市川畑上加世田３２
３９「在」○鹿児島市西別府町山ノ中３３
３２「厨」○鹿児島市郡元町一之宮Ｂ３４
３３不明○鹿児島市中央町共研公園３５
４３－鹿児島市城山町鹿児島城二之丸跡３６
３４刻書土器出土「中」○姶良郡姶良町平松原３７
３５「田人」「吉」他○姶良郡姶良町西餅田小倉畑３８

第１９表　赤色土器出土遺跡一覧表
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　第４１図は日置郡を中心とした薩摩半島における古代の赤色土器が出土した遺跡の位置図である。
この図から赤色土器が出土した遺跡は主として薩摩半島西岸に沿って分布していることがわかる。
古代，駅路は日置郡から阿多郡にかけては通っていなかったとされるが，この図からは国府から日
置郡を経て阿多郡へ至る伝路（あるいは伝馬路）が延びていたことが想定できるのではないだろう
か。また，薩摩半島を横断するように現在の日置郡から鹿児島市にかけても分布している。南九州
西回り自動車道のルート上にあるフミカキ遺跡・宮尾遺跡・山ノ中遺跡では赤色土器が出土し，そ
の中でも宮尾や山ノ中遺跡では墨書土器も出土している。特に山ノ中遺跡では本遺跡と同じ「在」
と墨書された土器が出土している。このほかにも日置郡と鹿児島市との境に赤色土器・墨書土器双
方が出土した遺跡が２遺跡分布しているが，常盤原遺跡が所在する郡山町は郡倉が分置された倉院
のあった地と考えられており，横井竹ノ山遺跡では「肥道里」の墨書土器が出土し，近世の参勤交
代路とも隣接している。これらのことから，これらの遺跡の近くを薩摩半島を横断する伝路が走っ
ていた可能性が考えられる。
　赤色土器・墨書土器の双方が出土した遺跡をみると，郡衙が置かれていたと考えられる地域や郡
境に集中していることから，郡衙との関連や伝路との関連も考えられよう。また，日置郡では伊集
院町のほかに，市来町にも集中している。ここにも郡山町と同じく倉院が置かれており，それとの
関連も考えることが必要といえよう。

　以上のように，下永迫Ａ遺跡は古代を中心とした遺物が殊に重要と考えられる遺跡である。特に
赤色土器の多さについては，本遺跡の性格を解明していく上で極めて重要である。また，本遺跡と
同じく赤色土器や墨書土器が出土した遺跡との関連や遺跡の位置等を検討していくことで，古代の
日置郡あるいは薩摩半島の様相の解明につながっていくものと思われ，今後さらに検討を重ねてい
く必要がある。
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付編　科学分析報告
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下永迫Ａ遺跡出土土器に付着した赤色顔料分析

　下永迫Ａ遺跡出土の土器２３点に付着した赤色顔料について実体顕微鏡，走査型電子顕微鏡による
観察とエネルギー分散型Ｘ線分析装置（ＥＤＳ）によるＸ線分析を行った。分析は鹿児島県立埋蔵文
化財センター所蔵の機器を使用し，測定は永�功治（鹿児島県立埋蔵文化財センター）が行った。
　顔料とは着色剤の一種で，水には溶けない微粒子である。赤色顔料はその主成分から大きく「ベ
ンガラ」，「朱」，「鉛丹」の３種類に分けられ，ベンガラは酸化第二鉄（Ｆｅ２Ｏ３），水銀朱は硫化水銀
（ＨｇＳ），鉛丹は四酸化三鉛（Ｐｂ３Ｏ４）を主成分とする。ベンガラはさらに原料，製法に多様性が
認められ，細分化される。赤色顔料の歴史は，古いもので１．５～２万年前に北海道，東北地方にお
いてベンガラが付着した石器や顔料原石が出土した例があり，朱は縄文時代後期から，鉛丹は古墳
時代から使われてきた。
　今回の資料は第Ⅱ，Ⅲａ層（古代）出土の土師器に付着した赤色顔料で，肉眼及び実体顕微鏡で
表面を観察したところ２３点全ての土器の内面に顔料が塗布されており，そのうち３点は外面にも塗
布されていた。しかし，土器は全て完形でないため偶然，顔料が塗布されていない部分を観察して
いる可能性もある。また，断面の観察や付着状態から焼成による赤化とは異なり顔料が塗布されて
いると判断できるが，土器片が小さいため焼成による赤化との判別が難しいものもある。
　走査型電子顕微鏡（日本電子製低真空ＳＥＭ・ＪＳＭ－５３００ＬＶ）で形状観察を行った結果，いずれ
の試料も特徴的な粒子は確認されなかった。さらにエネルギー分散型Ｘ線分析装置（日本電子製Ｅ
ＤＳ・ＪＥＤ－２００１）を用い，加速電圧１５．００ｋＶ，取り出し角度２９．０５°，作動距離２０．００�，有効時
間１００秒の条件で分析したところ，全ての顔料でＦｅのピークを得た。また，分析の条件を統一し，
赤色が塗られていない部分に照射し，検出元素の強度比較を行ったところ，赤色部分の方が強いＦｅ
を検出した。Ａｌ，Ｓｉは土器の胎土成分や土などのコンタミネーションと考えられる。以上の結果
から，これらの土器に付着した物質はベンガラなどの鉄を主成分とした赤色顔料である可能性が高
いと言える。

検出元素ＳＥＭ像土器の点数顔料が観察された場所
Ｆｅ，Ａｌ，Ｓｉ　※１特徴無し２０内面のみ
Ｆｅ，Ａｌ，Ｓｉ　※２特徴無し０外面のみ
Ｆｅ，Ａｌ，Ｓｉ　※３特徴無し３両面

※１　土器内面の赤色部分で検出された元素
※２　土器外面の赤色部分で検出された元素
※３　土器内・外面の赤色部分で検出された元素



－８４－

赤色顔料のＸ線スペクトル図

赤色部分以外のＸ線スペクトル図



－８４－

写　真　図　版



－８５－

下永迫Ａ遺跡近景

発掘作業風景

図版１



－８６－

図版２

東西土層断面状況

南北土層断面状況



－８７－

図版３

土　坑

集　石



－８８－

図版４

Ⅲａ層縄文土器出土状況（K－2 2，2 3区）

Ⅲａ層土師器出土状況（Ｇ－2 2区）

Ⅱ層土師器出土状況（J－2 3区）

Ⅱ層土師器出土状況（K－2 2区）

Ⅲａ層砥石出土状況（Ｇ－2 2区）



－８９－

図版５

縄文時代の遺物�（土器）
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－９０－

図版６

縄文時代の遺物�（土器・石器）
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－９１－

図版７

古墳時代の遺物
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－９２－

図版８

古代の遺物�（土師器：鉢・甕）
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図版９

古代の遺物�（土師器：坏・�）
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－９４－

図版10

古代の遺物�（土師器：�・皿，黒色・赤色土器）
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図版11

古代の遺物�（土師器：赤色土器・墨書土器）
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図版12

古代の遺物�（墨書土器）
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－９７－

図版13

古代の遺物�（須恵器・砥石）
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－９８－

中世の遺物（土師器・青磁・染付・陶器）
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図版14
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あ　と　が　き

　毎日，戸惑いながら報告書を作成する日々が続いた。遺跡の様子が全くつかめなかったため，現
在では道路となっている遺跡を歩き，地形や景観を確かめ，何とか調査時の様子や古代の遺跡の様
子をイメージしてみようとした。しかしながら，地形は大きく変貌し，当時の様子を思い描くこと
は難しかった。それではと，調査に携わった職員の記憶をもとに，諸先輩方のアドバイスを受けな
がら，残された記録や遺物を実測し，少しでもよい報告書を作成しようと努力する日々であった。
　整理作業を始めた当初は，遺構はほとんどなく，遺物量も多くなかったため，それほど重要な遺
跡ではないとの思いがあったが，整理作業を進めていくうちに，赤色土器の多さや鹿児島県では２
例目の出土となる「在」と墨書された墨書土器など，重要な遺物が多数あり，改めて遺跡を見直す
ことになった。しかし，遺物はあるものの遺構はなく，いったいどんな施設があったのか，遺物を
眺めながら頭を悩まし続けた。いろいろな可能性を思い描き，悩みに悩んだ末に完成したのが本報
告書である。
　さて，多くの方々の御協力・御指導により，ここに本報告書を刊行するに至ったが，本遺跡の歴
史を多少は解明できたのではと思う。今後，検討を要するものが多いとは思うが，機会を見て不備
を修正し，その責務を全うしたい。
　最後に，発掘調査にあたり，多大な御理解と御協力いただいた伊集院町教育委員会をはじめ，発
掘作業員として御協力いただいた地元の方々，整理作業に従事していただいた方々に心より感謝申
し上げます。


